
巻 
首 

太
田
和
泉
こ
れ
を
綴
る 

  
 

尾
張
国
か
み
下
わ
か
ち
の
事 

  

さ
る
程
に
、
尾
張
国
は
八
郡
な
り
。
上
の
郡
四
郡
、
織
田
伊
勢
守
諸
侍
手
に
付
け
、
進
退
し

て
、
岩
倉
と
云
ふ
処
に
居
城
な
り
。
半
国
下
の
郡
四
郡
、
織
田
大
和
守
が
下
知
に
随
へ
、
上
下
、

川
を
隔
て
、
清
洲
の
城
に
武
衛
様
を
置
き
申
し
、
大
和
守
も
城
中
に
侯
て
、
守
り
立
て
申
す
な

り
。
大
和
守
内
に
三
奉
行
こ
れ
あ
り
。
織
田
因
幡
守
、
織
田
藤
左
衛
門
、
織
田
弾
正
忠
、
此
の

三
人
、
奉
行
人
な
り
。
弾
正
忠
と
申
す
は
、
尾
張
国
端
勝
幡
と
云
ふ
所
に
居
城
な
り
。
西
巌
、

月
巌
、
今
の
備
後
守
舎
弟
与
二
郎
殿
、
孫
三
郎
殿
、
四
郎
二
郎
殿
、
右
衛
門
尉
と
て
こ
れ
あ
り
。

代
々
、
武
篇
の
家
な
り
。
備
後
殿
は
、
取
り
分
け
器
用
の
仁
に
て
、
諸
家
中
の
能
き
者
と
御
知

音
な
さ
れ
、
御
手
に
付
け
ら
れ
、
或
る
時
、
備
後
守
が
国
中
、
那
古
野
へ
こ
さ
せ
ら
れ
、
丈
夫

に
御
要
害
仰
せ
付
け
ら
れ
、
嫡
男
織
田
吉
法
師
殿
に
、
一
お
と
た
、
林
新
五
郎
。
二
長
、
平
手

中
務
丞
。
三
長
、
青
山
与
三
右
衛
門
。
四
長
、
内
藤
勝
介
。
是
れ
ら
を
相
添
へ
、
御
台
所
賄
の

事
平
手
中
務
。
御
不
弁
限
り
な
く
、
天
王
坊
と
申
す
寺
ヘ
御
登
山
な
さ
れ
、
那
古
野
の
城
を
吉

法
師
殿
へ
御
譲
り
侯
て
、
熱
田
の
並
び
古
渡
と
云
ふ
所
に
新
城
を
拵
へ
、
備
後
守
御
居
城
な
り
。

御
台
所
賄
山
田
弥
右
衛
門
な
り
。 

 



 
 

あ
づ
き
坂
合
戦
の
事 

  

八
月
上
旬
、
駿
河
衆
、
三
川
の
国
正
田
原
へ
取
り
出
で
、
七
段
に
人
数
を
備
へ
候
、
其
の
折

節
、
三
川
の
内
・
あ
ん
城
と
云
ふ
城
、
織
田
傭
後
守
か
ゝ
へ
ら
れ
侯
ひ
き
。
駿
河
の
由
原
先
懸

け
に
て
、
あ
づ
き
坂
へ
人
数
を
出
だ
し
侯
。
則
ち
備
後
守
あ
ん
城
よ
り
矢
は
ぎ
へ
懸
け
出
で
、

あ
づ
き
坂
に
て
傭
後
殿
御
舎
弟
衆
与
二
郎
殿
・
孫
三
郎
殿
・
四
郎
次
郎
殿
を
初
め
と
し
て
、
既

に
一
戦
に
取
り
結
び
相
戦
ふ
。
其
の
時
よ
き
働
き
せ
し
衆
。
織
田
備
後
守
・
織
田
与
二
郎
殿
・

織
田
孫
三
郎
殿
・
織
田
四
郎
次
郎
殿
、
織
田
造
酒
丞
殿
、
是
れ
は
鎗
き
ず
被
ら
れ
・
内
藤
勝
介
、

是
れ
は
、
よ
き
武
者
討
ち
と
り
高
名
。
那
古
野
弥
五
郎
、
清
洲
衆
に
て
侯
、
討
死
侯
な
り
。
下

方
左
近
・
佐
々
隼
人
正
・
佐
々
孫
介
・
中
野
又
兵
衛
・
赤
川
彦
右
衛
門
・
神
戸
市
左
衛
門
・
永

田
次
郎
右
衛
門
・
山
口
左
馬
助
、
三
度
四
度
か
ゝ
り
合
ひ
貼
、
折
し
き
て
、
お
各
手
柄
と
云
ふ

事
限
り
な
し
。
前
後
き
び
し
き
様
体
是
れ
な
り
。
爰
に
て
那
古
野
弥
五
郎
が
頸
は
由
原
討
ち
取

る
な
り
。
是
れ
よ
り
駿
河
衆
人
数
打
ち
納
れ
侯
な
り
。 

  
 

吉
法
師
殿
御
元
服
の
事 

  

吉
法
師
殿
十
三
の
御
歳
、
林
佐
渡
守
・
平
手
中
務
・
青
山
与
三
右
衛
門
・
内
藤
勝
介
御
伴
申

し
、
古
渡
の
御
城
に
て
御
元
服
、
欝
三
郎
信
長
と
進
め
ら
れ
・
御
酒
宴
御
祝
儀
斜
斜
め
な
ら
ず
。

翌
年
、
織
田
三
郎
信
長
、
御
武
者
始
め
と
し
て
、
平
手
中
努
丞
、
そ
の
時
の
仕
立
、
く
れ
な
ゐ



筋
の
づ
き
ん
、
は
を
り
・
馬
よ
ろ
ひ
出
立
に
て
、
駿
河
よ
り
人
数
入
れ
置
き
侯
三
州
の
内
吉
良

大
浜
へ
御
手
遣
は
し
、
所
々
放
火
侯
て
、
其
の
日
は
、
野
陣
を
懸
げ
さ
せ
ら
れ
、
次
の
日
、
那

古
野
に
至
つ
て
御
帰
陣
。 

  
 

美
濃
国
へ
乱
入
し
五
千
討
死
の
事 

  

さ
て
、
備
後
殿
は
国
中
を
憑
み
勢
を
な
さ
れ
、
一
ヶ
月
は
美
濃
国
へ
御
働
き
、
又
翌
月
は
三
川

の
国
へ
御
出
勢
。
或
る
時
、
九
月
三
日
、
尾
張
国
中
の
人
数
を
御
憑
み
な
さ
れ
、
美
濃
国
へ
御

乱
入
、
在
々
所
々
放
火
侯
て
、
九
月
廿
二
日
、
斎
藤
山
城
道
三
が
居
城
稲
葉
山
の
山
下
村
々
に

推
し
詰
め
、
焼
き
払
ひ
、
町
口
ま
で
取
り
寄
せ
、
既
に
晩
日
申
刻
に
及
び
、
御
人
数
引
き
退
か

れ
、
諸
手
半
分
ば
か
り
引
取
り
侯
所
へ
、
山
城
道
三
焜
と
南
へ
向
か
つ
て
切
り
か
ゝ
り
、
相
支

へ
候
と
雖
も
、
多
人
数
く
づ
れ
立
の
間
、
守
備
の
事
叶
は
ず
、
備
後
殿
御
舎
弟
織
田
与
次
郎
・

織
田
因
幡
守
・
織
田
主
水
正
・
青
山
与
三
右
衛
門
・
千
秋
紀
伊
守
・
毛
利
十
郎
・
お
と
な
の
寺

沢
又
八
舎
弟
毛
利
藤
九
郎
・
岩
越
喜
三
郎
を
初
め
と
し
て
、
歴
々
五
千
ば
か
り
討
死
な
り
。 

 

先
年
、
尾
張
国
よ
り
濃
州
大
柿
の
域
へ
、
織
田
播
磨
守
入
れ
置
か
れ
侯
事
。 

  
 

景
清
あ
ざ
丸
刀
の
事 

  

去
る
九
月
廿
二
日
、
山
城
道
三
、
大
合
戦
に
打
ち
勝
つ
て
申
す
様
に
、
尾
張
者
は
あ
し
も
腰



も
立
つ
間
敷
候
間
、
大
柿
を
取
り
詰
め
、
此
の
時
攻
め
干
す
べ
き
の
由
に
て
、
近
江
の
く
に
よ

り
加
勢
を
憑
み
、
霜
月
上
旬
、
大
柿
の
城
近
々
と
取
り
寄
せ
候
ひ
き
。
爰
に
希
異
の
事
あ
り
。

去
る
九
月
廿
二
日
の
大
合
戦
の
時
、
千
秋
紀
伊
守
、
景
清
所
持
の
あ
ざ
丸
を
最
後
に
さ
ゝ
れ
な

り
。
此
の
刀
、
陰
山
下
掃
部
助
求
め
さ
し
候
て
、
西
美
濃
大
柿
の
並
び
、
う
し
や
の
寺
内
と
て

こ
れ
あ
り
、
成
敗
に
参
陣
候
て
、
床
木
に
腰
を
か
け
、
居
陣
の
と
こ
ろ
、
さ
ん
転
の
悪
き
弓
に

て
、
木
ぼ
う
を
も
つ
て
、
城
中
よ
り
虚
空
に
人
数
備
へ
の
中
へ
く
り
懸
け
侯
へ
ば
、
陰
山
掃
部

助
左
の
ま
な
こ
に
あ
た
る
。
其
の
矢
を
抜
き
侯
へ
ば
、
又
、
二
の
矢
に
右
の
眼
を
射
つ
ぶ
す
、

其
後
、
此
の
あ
ざ
丸
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
所
へ
廻
り
来
な
り
、
五
郎
左
衛
門
眼
病
頻
に
相
煩
ふ
。

此
の
刀
所
持
の
人
は
必
ず
日
を
煩
ふ
の
由
風
聞
侯
。
熱
田
へ
ま
い
ら
せ
ら
れ
然
る
べ
し
と
、
皆
、

人
毎
に
異
見
侯
。
こ
れ
に
よ
り
、
熱
田
大
明
神
へ
進
納
侯
て
よ
り
、
即
時
に
日
も
よ
く
罷
り
成

り
侯
な
り
。 

  
 

大
柿
の
城
へ
後
巻
の
事 

  

霜
月
上
旬
、
大
柿
の
城
近
貼
と
取
り
寄
せ
、
斎
藤
山
城
道
三
攻
め
寄
す
る
の
由
、
注
進
切
々

な
り
。
其
の
儀
に
お
い
て
は
、
打
ち
立
つ
べ
き
の
由
に
て
、 

 

霜
月
十
七
日
、
織
田
備
後
守
殿
後
巻
と
し
て
、
又
、
憑
み
勢
を
さ
せ
ら
れ
、
木
曾
川
・
飛
騨

川
の
大
河
、
舟
渡
し
を
こ
さ
せ
ら
れ
、
美
濃
国
へ
御
乱
入
、
竹
が
鼻
放
火
侯
て
、
あ
か
な
べ
口

へ
御
働
き
侯
て
、
所
貼
に
姻
を
揚
げ
ら
れ
侯
間
、
道
三
仰
天
致
し
、
虎
口
を
甘
げ
、
井
の
口
居



城
へ
引
き
入
る
な
り
。
か
様
に
、
程
な
く
傭
後
守
軽
貼
と
御
発
足
、
御
手
柄
、
申
す
ぱ
か
り
な

き
次
第
な
り
。 

  
 

上
総
介
殿
形
儀
の
事 

  

霜
月
廿
日
、
此
の
留
守
に
、
尾
州
の
内
清
洲
衆
、
備
後
守
殿
古
渡
新
城
へ
人
数
を
出
だ
し
、

町
口
放
火
侯
て
、
御
敵
の
色
を
立
て
ら
れ
侯
。
此
の
如
く
侯
間
、
備
後
守
御
帰
陣
な
り
。
是
れ

よ
り
鉾
楯
に
及
び
侯
へ
き
。
平
手
中
務
丞
、
清
洲
の
お
と
た
衆
坂
井
大
膳
、
坂
井
甚
助
、
河
尻

与
一
と
て
こ
れ
あ
り
。
此
の
衆
へ
無
事
の
異
見
数
通
侯
へ
ど
も
、
平
手
扱
ひ
相
調
は
ず
。
翌
年

秋
の
末
、
互
に
屈
睦
し
て
無
事
な
り
。
其
の
時
、
平
手
大
膳
・
甚
介
、
河
尻
か
た
へ
和
睦
珍
重

の
由
侯
て
、
書
札
を
遣
は
し
、
其
の
端
書
に
古
歌
一
首
こ
れ
あ
り
。 

 

袖
ひ
ぢ
て
結
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
つ
げ
ふ
の
風
や
解
く
ら
ん 

と
候
へ
つ
る
を
覚
え
候
。
か
様
に
、
平
手
中
務
は
借
染
に
も
物
毎
に
花
奢
た
る
仁
に
て
候
ひ
し
。

さ
て
、
平
手
中
務
才
覚
に
て
、
織
田
三
郎
信
長
を
斎
藤
山
城
道
三
聟
に
取
り
結
び
、
道
三
が
息

女
尾
州
へ
呼
び
取
り
侯
ひ
き
。
然
る
間
、
何
方
も
静
謐
な
り
。
信
長
十
六
、
七
、
八
ま
で
は
、

別
の
御
遊
び
は
御
座
な
し
。
馬
を
朝
夕
御
稽
古
、
又
、
三
月
よ
り
九
月
ま
で
は
川
に
入
り
、
水

練
の
御
達
者
な
り
。
其
の
折
節
、
竹
鑓
に
て
扣
き
合
ひ
を
御
覧
じ
、
兎
角
、
鑓
は
み
じ
か
く
候

て
は
悪
し
く
侯
は
ん
と
仰
せ
ら
れ
候
て
、
三
間
柄
、
三
間
々
中
柄
な
ど
に
さ
せ
ら
れ
、
其
の
比

の
御
形
儀
、
明
衣
の
袖
を
は
ず
し
、
半
袴
、
ひ
う
ち
袋
、
色
貼
余
多
付
け
さ
せ
ら
れ
、
御
髪
は



ち
や
せ
ん
に
、
く
れ
な
ゐ
糸
、
も
ゑ
ぎ
糸
に
て
巻
き
立
て
、
ゆ
わ
せ
ら
れ
、
大
刀
、
朱
ざ
や
を

さ
さ
せ
ら
れ
、
悉
く
朱
武
者
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
市
川
大
介
め
し
よ
せ
ら
れ
、
御
弓
御
稽
古
。

橋
本
一
巴
を
師
匠
と
し
て
鉄
炮
御
稽
古
。
平
田
三
位
不
断
召
し
寄
せ
ら
れ
、
兵
法
御
稽
古
。
御

鷹
野
等
な
り
。
爰
に
見
悪
事
あ
り
。
町
を
御
通
り
の
時
、
人
日
を
も
御
揮
り
な
く
、
く
り
、
柿

は
申
す
に
及
ぱ
ず
、
瓜
を
か
ぶ
り
く
ひ
に
な
さ
れ
、
町
中
に
て
、
立
ち
な
が
ら
餅
を
ほ
お
ば
り
、

人
に
よ
り
懸
か
り
、
人
の
肩
に
つ
ら
さ
が
り
て
よ
り
外
は
、
御
あ
り
き
な
く
侯
。
其
の
比
は
、

世
間
公
道
な
る
析
節
に
て
候
間
、
大
う
つ
気
と
よ
り
外
に
申
さ
ず
候
。 

 

一
、
去
る
程
に
、
備
後
殿
、
古
渡
の
城
破
却
さ
れ
、
末
盛
と
云
う
所
へ
山
城
を
こ
し
ら
へ
、

御
居
城
な
り
。 

  
 

犬
山
謀
叛
企
て
ら
る
ゝ
の
事 

  

一
、
正
月
十
七
日
・
上
の
郡
・
犬
山
・
楽
田
よ
り
人
数
を
出
し
、
か
す
が
井
原
を
か
け
通
り
、

龍
泉
寺
の
下
、
柏
井
口
へ
相
働
き
、
所
貼
に
烟
を
あ
げ
候
。
即
時
に
末
盛
よ
り
、
備
後
殿
御
人

数
か
け
付
け
、
取
り
合
ひ
、
一
戦
に
及
び
、
切
り
崩
し
、
数
十
人
討
ち
と
り
、
か
す
が
井
原
を

犬
山
、
が
く
で
ん
衆
逃
げ
く
づ
れ
侯
。
何
者
の
し
わ
ざ
哉
覧
、
落
書
に
云
ふ
。 

 

や
り
な
は
を
引
き
ず
り
な
が
ら
ひ
ろ
き
野
を
遠
ぼ
え
し
て
ぞ
に
ぐ
る
犬
山 

と
書
き
て
、
所
貼
に
立
て
置
き
侯
ら
ひ
し
。
備
後
殿
御
舎
弟
織
田
孫
三
郎
殿
、
一
段
武
篇
者
な

り
。
是
れ
は
守
山
と
云
ふ
所
に
御
居
城
侯
な
り
。 



  
 

備
後
守
病
死
の
事 

  

一
、
備
後
守
殿
疫
癘
に
御
悩
み
な
さ
れ
、
様
々
の
祈
祷
、
御
療
治
侯
と
雖
も
、
御
平
愈
な
く
、

終
に
三
月
三
日
、
御
年
四
十
二
と
申
す
に
、
御
遷
化
。
生
死
無
情
の
世
の
習
ひ
、
悲
し
き
か
な
。

颯
貼
た
る
風
来
な
り
て
は
、
万
草
の
露
を
散
ら
し
、
漫
漫
た
る
雲
色
は
満
月
の
光
を
隠
す
、
さ

て
一
院
建
立
、
万
松
寺
と
号
す
。
当
寺
の
東
堂
桃
巌
と
名
付
け
て
、
銭
施
行
を
ひ
か
せ
ら
れ
、

国
中
の
僧
衆
集
ま
り
て
、
生
便
敷
御
弔
い
な
り
。
折
節
・
関
東
上
下
の
会
下
僧
達
余
多
こ
れ
あ

り
、
僧
衆
三
百
人
ば
か
り
こ
れ
あ
り
。
三
郎
信
長
公
、
林
、
平
手
、
青
山
、
内
藤
、
家
老
の
衆
、

御
伴
な
り
。
御
舎
弟
勘
十
郎
公
、
家
臣
柴
田
権
六
、
佐
久
間
大
学
、
性
久
間
次
右
衛
門
・
長
谷

川
、
山
田
以
下
、
御
供
な
り
。 

信
長
御
焼
香
に
御
出
づ
。
其
の
時
の
信
長
公
御
仕
立
、
長
つ
か
の
大
刀
、
わ
き
ざ
し
を
三
五
な

わ
に
て
ま
か
せ
ら
れ
、
髪
は
ち
や
せ
ん
に
巻
き
立
て
、
袴
も
め
し
侯
は
で
、
仏
前
へ
御
出
で
あ

り
て
、
抹
香
を
く
は
つ
と
御
つ
か
み
侯
て
、
仏
前
へ
投
げ
懸
け
、
御
帰
る
。
御
舎
弟
勘
十
郎
は

折
日
高
な
る
肩
衣
、
袴
め
し
侯
て
、
あ
る
べ
き
如
き
の
御
沙
汰
な
り
。
三
郎
信
長
公
を
、
例
の

大
う
つ
け
よ
と
、
執
貼
評
判
侯
ひ
し
な
り
。
其
の
中
に
筑
紫
の
客
僧
一
人
、
あ
れ
こ
そ
国
は
持

つ
人
よ
と
、
申
し
た
る
由
な
り
。 

 

一
、
末
盛
の
城
、
勘
十
郎
公
一
参
り
、
柴
田
権
六
・
佐
久
間
次
右
衛
門
、
此
の
外
、
歴
貼
相

添
一
御
譲
る
な
り
。 



 

一
、
平
手
中
務
丞
が
子
息
、
一
男
五
郎
右
衛
門
、
二
罰
監
物
、
三
男
甚
左
衛
門
と
て
、
兄
弟

三
人
こ
れ
あ
り
。
総
領
の
平
手
五
郎
右
衛
門
・
能
き
駿
馬
を
所
持
侯
。
三
郎
信
長
公
御
所
望
侯

と
こ
ろ
、
に
く
ぶ
り
を
申
し
、
某
は
武
者
を
仕
り
候
間
、
御
免
侯
へ
と
申
し
侯
て
、
進
上
申
さ

ず
候
。
信
長
公
御
遺
恨
浅
か
ら
ず
、
度
々
お
ぽ
し
め
し
あ
た
ら
せ
ら
れ
、
主
従
不
和
と
な
る
な

り
。
三
郎
信
長
公
は
上
総
介
信
長
と
自
官
に
任
ぜ
ら
れ
侯
な
り
。 

 

一
、
さ
る
程
に
、
平
手
中
務
丞
、
上
総
介
信
長
公
実
日
に
御
座
な
き
様
体
を
く
や
み
、
守
り

立
て
験
な
く
侯
へ
ぱ
、
存
命
侯
て
も
詮
な
き
事
と
申
し
侯
て
、
腹
を
切
り
、
相
果
て
侯
。 

  
 

山
城
道
三
と
信
長
御
参
会
の
事 

  

一
、
四
月
下
旬
の
事
に
侯
。
斎
藤
山
城
道
三
、
富
田
の
寺
内
正
徳
寺
ま
で
罷
り
出
づ
べ
く
侯

間
、
織
田
上
総
介
殿
も
是
れ
ま
で
御
出
で
侯
は
ゞ
、
祝
着
た
る
べ
く
侯
。
対
面
あ
り
た
き
の
趣
、

申
し
越
し
侯
。
此
の
子
細
は
、
此
の
比
、
上
総
介
を
偏
執
侯
て
、
聟
殿
は
大
だ
わ
け
に
て
侯
と
、

道
三
前
に
て
口
々
に
申
し
侯
ひ
き
。
左
様
に
人
々
申
し
侯
時
は
、
た
わ
け
に
て
は
な
く
侯
よ
と
、

山
城
連
々
申
し
侯
ひ
き
。
見
参
侯
て
、
善
悪
を
見
侯
は
ん
為
と
聞
こ
へ
侯
。
上
総
介
公
、
御
用

捨
な
く
御
請
け
な
さ
れ
、
木
曾
川
・
飛
騨
川
、
大
河
の
舟
渡
し
打
ち
越
え
、
御
出
で
侯
。
富
田

と
申
す
所
は
、
在
家
七
百
間
も
こ
れ
あ
る
富
貴
の
所
な
り
。
大
坂
よ
り
代
坊
主
を
入
れ
置
き
、

美
濃
・
尾
張
の
判
形
を
取
り
侯
て
、
免
許
の
地
な
り
。
斎
藤
山
城
道
三
存
分
に
は
、
実
日
に
な

き
人
の
由
、
取
沙
汰
候
間
、
仰
天
さ
せ
侯
て
、
笑
は
せ
侯
は
ん
と
の
巧
に
て
、
古
老
の
者
、
七
、



八
百
、
折
日
高
な
る
肩
衣
、
袴
、
衣
装
、
公
道
な
る
仕
立
に
て
、
正
徳
寺
御
堂
の
縁
に
並
び
居

さ
せ
、
其
の
ま
へ
を
上
総
介
御
通
り
侯
様
に
構
へ
て
、
先
づ
、
山
城
道
三
は
町
末
の
小
家
に
忍

び
居
り
て
、
信
長
公
の
御
出
の
様
体
を
見
申
し
侯
。
其
の
時
、
信
長
の
御
仕
立
、
髪
は
ち
や
せ

ん
に
遊
ば
し
、
も
ゑ
ぎ
の
平
打
に
て
、
ち
や
せ
ん
の
髪
を
巻
き
立
て
、
ゆ
か
た
び
ら
の
袖
を
は

づ
し
、
の
し
付
の
大
刀
、
わ
き
ざ
し
、
二
つ
な
が
ら
、
長
つ
か
に
、
み
ご
な
わ
に
て
ま
か
せ
、

ふ
と
き
苧
な
わ
、
う
で
ぬ
き
に
さ
せ
ら
れ
、
御
腰
の
ま
わ
り
に
は
、
猿
つ
か
ひ
の
様
に
、
火
燧

袋
、
ひ
よ
う
た
ん
七
ツ
、
八
ツ
付
け
さ
せ
ら
れ
、
虎
革
、
豹
革
四
ツ
が
わ
り
の
半
袴
を
め
し
、

御
伴
衆
七
、
八
百
、
甍
を
並
べ
、
健
者
先
に
走
ら
か
し
、
三
間
々
中
柄
の
朱
や
り
五
百
本
ば
か

り
、
弓
、
鉄
炮
五
百
挺
も
た
せ
ら
れ
、
寄
宿
の
寺
へ
御
着
き
に
て
、
屏
風
引
き
廻
し
、 

 

一
、
御
ぐ
し
折
り
曲
に
、
一
世
の
始
め
に
ゆ
わ
せ
ら
れ
、 

 

一
、
何
染
置
か
れ
侯
知
人
な
き
か
ち
の
長
袴
め
し
、 

 

一
、
ち
い
さ
刀
、
是
れ
も
人
に
知
ら
せ
ず
拵
え
を
か
せ
ら
れ
侯
を
、
さ
ゝ
せ
ら
れ
、
御
出
立

を
、
御
家
中
の
衆
見
申
し
侯
て
、
さ
て
は
、
此
の
比
た
わ
け
を
態
と
御
作
り
侯
よ
と
、
肝
を
消

し
、
各
次
第
貼
に
斟
酌
仕
り
侯
な
り
。
御
堂
へ
す
る
貼
と
御
出
で
あ
り
て
、
縁
を
御
上
り
侯
の

と
こ
ろ
に
、
春
日
丹
後
、
堀
田
道
空
さ
し
向
け
、
は
や
く
御
出
で
な
さ
れ
候
へ
と
、
申
し
候
へ

ど
も
、
知
ら
ぬ
顔
に
て
、
緒
侍
居
な
が
れ
た
る
前
を
、
す
る
貼
御
通
り
侯
て
、
縁
の
柱
に
も
た

れ
て
御
座
侯
。
暫
く
侯
て
、
屏
風
を
推
し
の
け
て
道
三
出
で
ら
れ
侯
。
叉
、
是
れ
も
知
ら
ぬ
か

ほ
に
て
御
座
侯
を
、
堀
田
遣
空
さ
し
よ
り
、
是
れ
ぞ
山
城
殿
に
て
御
座
侯
と
、
申
す
時
、
で
あ

る
か
と
、
仰
せ
ら
れ
侯
て
、
敷
居
よ
り
内
へ
御
入
り
侯
て
、
道
三
に
御
礼
あ
り
て
、
其
の
ま
ゝ



御
座
敷
に
御
直
り
侯
ひ
し
な
り
。
さ
て
、
道
空
御
湯
付
を
上
げ
申
し
侯
。
互
に
御
盃
参
り
、
道

三
に
御
対
面
、
残
る
所
な
き
御
仕
合
な
り
。
附
子
を
か
み
た
る
風
情
に
て
、
叉
、
や
が
て
参
会

す
べ
し
と
申
し
、
罷
り
立
ち
侯
な
り
。
廿
町
許
り
御
見
送
り
侯
。
其
の
時
、
美
濃
衆
の
鎗
は
み

じ
か
く
、
こ
な
た
の
鎗
は
長
く
、
扣
き
立
ち
侯
て
参
ら
る
ゝ
を
、
道
三
見
申
し
侯
て
、
興
を
さ

ま
し
た
る
有
様
に
て
、
有
無
を
申
さ
ず
罷
り
帰
り
侯
。
途
中
、
あ
か
な
べ
と
申
す
所
に
て
、
猪

子
兵
介
、
山
城
道
三
に
申
す
様
は
、
何
と
見
申
し
侯
て
も
、
上
総
介
は
た
わ
け
に
て
侯
。
と
申

し
侯
時
、
道
三
申
す
様
に
、
さ
れ
ば
無
念
な
る
事
に
侯
。
山
城
が
子
供
、
た
わ
け
が
門
外
に
馬

を
繋
べ
き
事
、
案
の
内
に
て
侯
と
計
り
申
し
侯
。
今
よ
り
已
後
、
道
三
が
前
に
て
、
た
わ
け
人

と
云
ふ
事
、
申
す
人
こ
れ
な
し
。 

  
 

三
の
山
赤
塚
合
戦
の
事 

  

天
文
弐
年
癸
丑
四
月
十
七
日 

 

織
田
上
総
介
信
長
公
、
十
九
の
御
年
の
事
に
侯
。
鳴
海
の
城
主
山
口
左
馬
助
、
子
息
九
郎
二

郎
、
廿
年
、
父
子
、
織
田
傭
後
守
殿
御
日
を
懸
げ
ら
れ
侯
と
こ
ろ
、
御
遷
化
侯
へ
ば
、
程
な
く

謀
叛
を
企
て
、
駿
河
衆
を
引
き
入
れ
、
尾
州
の
内
へ
乱
入
。
沙
汰
の
隈
り
の
次
第
な
り
。 

 

一
、
鳴
海
の
城
に
は
子
息
山
口
九
郎
二
郎
を
入
れ
置
く
。 

 

一
、
笠
寺
に
取
出
要
害
を
構
へ
、
か
づ
ら
山
、
岡
部
五
郎
兵
衛
・
三
浦
左
馬
助
・
飯
尾
豊
前

守
・
浅
井
小
四
郎
五
人
在
城
な
り
。 



 

一
、
中
村
の
在
所
を
拵
え
、
父
山
口
左
馬
助
楯
籠
る
。
か
様
に
侯
と
こ
ろ
、
四
月
十
七
日
、 

 

一
、
織
田
上
総
介
信
長
公
十
九
の
御
年
、
人
数
八
百
計
り
に
て
御
発
足
、
中
根
村
を
か
け
通

り
小
鳴
海
へ
移
ら
れ
、
三
の
山
へ
御
あ
か
り
侯
の
と
こ
ろ
、 

 

一
、
御
敵
山
口
九
郎
二
郎
、
廿
の
年
、
三
の
山
の
十
五
町
東
、
な
る
み
よ
り
北
、
赤
塚
の
郷

へ
は
、
な
る
み
よ
り
十
五
、
六
町
あ
り
。
九
郎
二
郎
人
数
千
五
百
計
り
に
て
、
赤
塚
へ
か
け
出

で
侯
。
先
手
あ
し
軽
、
清
水
又
十
郎
、
柘
植
宗
十
郎
、
中
村
与
八
郎
、
萩
原
助
十
郎
、
成
田
弥

六
、
成
田
助
四
郎
、
芝
山
甚
太
郎
、
中
島
叉
二
郎
、
祖
父
江
久
介
、
横
江
孫
八
、
あ
ら
川
叉
蔵
、

是
れ
ら
を
先
と
し
て
、
赤
塚
へ
移
り
侯
。 

 

一
、
上
総
介
信
長
、
三
の
山
よ
り
此
の
よ
し
を
御
覧
じ
、
則
ち
、
あ
か
塚
へ
御
人
数
よ
せ
ら

れ
侯
。
御
さ
き
手
あ
し
が
る
衆
、
あ
ら
川
与
十
郎
、
あ
ら
川
喜
右
術
門
、
蜂
屋
般
若
介
、
長
谷

川
挨
介
、
内
雌
勝
介
、
青
山
藤
六
、
戸
田
宗
二
郎
、
賀
藤
助
丞
。
敵
あ
ひ
五
間
・
六
け
ん
隔
て

侯
時
、
究
竟
の
射
手
共
、
互
い
に
矢
を
は
な
つ
と
こ
ろ
、
あ
ら
川
貞
十
郎
見
上
げ
の
下
を
箆
ぶ

か
に
射
ら
れ
て
、
落
馬
し
た
る
と
こ
ろ
を
、
か
か
り
来
て
、
敵
が
た
へ
、
す
ね
を
取
り
て
引
く

も
あ
り
、
の
し
付
の
つ
か
の
か
た
を
引
く
も
あ
り
。
又
、
こ
な
た
よ
り
、
か
し
ら
と
筒
躰
引
き

合
ふ
。
其
の
時
、
与
十
郎
さ
し
た
る
の
し
付
、
長
さ
一
間
、
ひ
ろ
さ
は
五
、
六
寸
侯
ひ
つ
る
由

な
り
。
さ
や
の
か
た
を
こ
な
た
へ
引
き
、
終
に
の
し
付
頸
筒
躰
共
に
引
き
勝
つ
な
り
。
巳
の
刻

よ
り
午
の
刻
ま
で
み
だ
れ
あ
ひ
て
、
扣
き
合
つ
て
は
退
く
、
又
、
ま
け
じ
お
と
ら
じ
と
、
か
ゝ

つ
て
は
扣
き
合
ひ
貼
、
鎗
下
に
て
敵
方
討
死
、
萩
原
助
十
郎
、
中
島
又
二
郎
、
祖
父
江
久
介
、

横
江
孫
八
、
水
越
助
十
郎
。
あ
ま
り
手
近
く
侯
問
、
頸
は
互
に
取
り
侯
は
ず
。 



 

一
、
上
総
介
信
長
公
衆
討
死
三
十
騎
に
及
ぶ
な
り
。 

 

一
、
あ
ら
川
又
蔵
こ
な
た
へ
生
捕
る
。
一
、
赤
川
平
七
敵
が
た
へ
生
捕
り
侯
ひ
し
な
り
。
入

り
乱
れ
て
、
火
花
を
ち
ら
し
相
戦
ひ
、
四
間
、
五
間
を
へ
だ
て
、
折
り
敷
い
て
数
刻
の
戦
に
、

九
郎
二
郎
は
、
う
わ
や
り
な
り
。
其
の
比
、
う
わ
や
り
、
下
鎗
と
云
ふ
事
あ
り
。
い
づ
れ
も
、

み
し
り
か
へ
し
の
事
な
れ
ば
、
互
に
、
た
る
み
は
な
か
り
け
り
。
折
り
立
て
の
事
に
て
、
馬
共

は
皆
敵
陣
へ
か
け
入
る
な
り
。
是
れ
又
、
少
し
も
ち
が
ひ
な
く
、
か
へ
し
進
上
侯
な
り
。
い
け

ど
り
も
か
へ
し
侯
な
り
。
さ
て
、
其
の
日
、
御
帰
陣
侯
な
り
。 

  
 

深
田
・
松
葉
両
城
手
か
は
り
の
事 

  

一
、
八
月
十
五
日
に
清
洲
よ
り
坂
井
大
膳
、
坂
井
甚
介
、
河
尻
与
一
、
織
田
三
位
申
し
談
じ
、

松
葉
の
城
へ
懸
け
入
り
、
織
田
伊
賀
守
人
質
を
取
り
、
同
松
葉
の
並
び
に
、 

 

一
、
深
田
と
云
ふ
所
に
織
田
右
衛
門
尉
居
城
、
是
れ
叉
、
押
し
並
べ
て
両
城
同
前
な
り
。
人

質
を
執
り
堅
め
、
御
敵
の
色
を
立
て
ら
れ
侯
。 

 

一
、
織
田
上
総
介
信
長
、
御
年
十
九
の
暮
八
月
、
此
の
由
を
き
か
せ
ら
れ
、
八
月
十
六
日
払

暁
に
那
古
野
を
御
立
ち
な
さ
れ
、
稲
庭
地
の
川
端
ま
で
御
出
勢
、
守
山
よ
り
織
田
孫
三
郎
殿
懸

け
付
け
さ
せ
ら
れ
、
松
葉
口
、
三
本
木
口
、
清
洲
口
、
三
方
手
分
け
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
い
な

ば
ぢ
の
川
を
こ
し
、
上
総
介
、
孫
三
郎
殿
一
手
に
な
り
、
海
津
ロ
ヘ
御
か
か
り
侯
。 

 

一
、
清
洲
よ
り
三
十
町
計
り
踏
み
出
だ
し
、
海
津
と
申
す
村
へ
移
り
侯
。 



 

信
長
八
月
十
六
日
辰
の
刻
、
東
へ
向
つ
て
か
か
り
合
ひ
、
数
刻
、
火
花
を
ち
ら
し
相
戦
ふ
。

孫
三
郎
殿
手
前
に
て
、
小
姓
立
の
赤
瀬
清
六
と
て
、
数
度
武
篇
い
た
す
お
ぼ
え
の
仁
体
、
先
を

争
ひ
、
坂
井
甚
介
に
渡
り
合
ひ
、
散
貼
に
暫
く
相
戦
ひ
、
討
死
。
終
に
清
洲
衆
切
り
負
け
、
片

長
、 坂

井
甚
介
討
死
。
頸
は
中
条
小
一
郎
、
柴
田
権
六
相
討
つ
な
り
。
此
の
外
、
討
死
、
坂
井
彦

左
衛
門
、
黒
部
源
介
、
野
村
、
海
老
半
兵
衛
、
乾
丹
波
守
、
山
口
勘
兵
衛
、
堤
伊
与
を
初
め
と

し
て
、
歴
々
五
十
騎
計
り
、
枕
を
な
ら
べ
て
討
死
。 

 

一
、
松
葉
口
廿
町
計
り
に
取
出
惣
構
へ
を
相
拘
へ
、
追
入
れ
ら
れ
、
真
島
の
大
門
崎
つ
ま
り

に
相
支
へ
、
辰
の
刻
よ
り
午
の
刻
ま
で
取
合
ひ
、
数
刻
の
矢
軍
に
手
負
数
多
出
来
、
無
人
に
な

り
、
引
き
退
く
所
に
て
、
赤
林
孫
七
、
土
蔵
弥
介
、
足
立
清
六
う
た
せ
、
本
城
へ
取
り
入
る
な

り
。 

 

一
、
深
田
口
の
事
、
三
十
町
計
り
ふ
み
出
し
、
三
本
木
の
町
を
相
拘
へ
ら
れ
侯
。
要
害
こ
れ

な
き
所
に
侯
の
間
、
即
時
に
追
ひ
崩
さ
れ
、
伊
東
弥
三
郎
、
小
坂
井
久
蔵
を
初
め
と
し
て
、
究

竟
の
侍
三
十
余
人
討
死
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
深
田
の
城
、
松
葉
の
城
、
両
城
へ
御
人
数
寄
せ
ら

れ
侯
。
降
参
申
し
、
相
渡
し
、
清
洲
へ
一
手
に
つ
ぽ
み
侯
。
上
総
介
信
長
、
是
れ
よ
り
清
洲
を

推
し
詰
め
、
田
畠
薙
さ
せ
ら
れ
、
御
取
合
ひ
初
ま
る
な
り
。 

  
 

簗
田
弥
次
右
衛
門
御
忠
節
の
事 

 



 

一
、
さ
る
程
に
、
武
衛
様
の
臣
下
に
簗
田
弥
次
右
衛
門
と
て
、
一
僕
の
人
あ
り
。
面
白
き
巧

み
に
て
知
行
過
分
に
取
り
、
大
名
に
な
ら
れ
侯
子
細
は
、
清
洲
に
那
古
野
弥
五
郎
と
て
十
六
、

七
、
若
年
の
、
人
数
三
百
計
り
持
ち
た
る
人
あ
り
。
色
々
歎
き
候
て
、
若
衆
か
た
の
知
音
を
仕

り
、
清
洲
を
引
き
わ
り
、
上
総
介
殿
の
御
身
方
候
て
、
御
知
行
御
取
り
侯
へ
と
、
時
々
宥
め
申

し
、
家
老
の
者
ど
も
に
も
申
し
き
か
せ
、
欲
に
耽
り
、
尤
と
、
各
同
じ
事
に
侯
。
然
る
間
、
弥

次
右
衛
門
、
上
総
介
殿
へ
参
り
、
御
忠
節
仕
る
べ
き
の
趣
、
内
々
申
し
上
ぐ
る
に
付
い
て
、
御

満
足
斜
な
ら
ず
。
或
る
時
、
上
総
介
殿
御
人
数
清
洲
へ
引
き
入
れ
、
町
を
焼
き
拡
ひ
、
生
城
に

仕
り
侯
。
信
長
も
御
馬
を
寄
せ
ら
れ
侯
へ
ど
も
、
城
中
堅
固
に
侯
間
、
御
人
数
打
ち
納
れ
ら
れ
、

武
衛
様
も
城
中
に
御
座
候
間
、
透
を
御
覧
じ
、
乗
つ
取
ら
る
べ
き
御
巧
み
の
由
、
申
す
に
付
い

て
、
清
洲
の
城
外
輸
よ
り
城
中
を
大
事
と
用
心
、
迷
惑
せ
ら
れ
侯
。 

  
 

武
衛
様
御
生
害
の
事 

  

一
、
七
月
十
二
日
、
若
武
衛
様
に
御
伴
申
す
究
竟
の
若
侍
、
悉
く
川
狩
に
罷
り
出
で
ら
れ
、

内
に
は
、
老
者
の
仁
体
纔
に
少
貼
相
残
る
。
誰
々
在
之
と
指
折
り
、
見
申
し
、
坂
井
大
膳
、
河

尻
左
馬
丞
、
織
田
三
位
談
合
を
究
め
、
今
こ
そ
能
き
折
節
な
り
と
、
焜
と
四
方
よ
り
押
し
寄
せ
、

御
殿
を
取
り
巻
く
。
面
広
間
の
口
に
て
、
何
あ
み
と
申
す
御
同
朋
、
是
れ
は
謡
を
能
く
仕
り
侯

仁
に
て
侯
。
切
つ
て
出
で
働
く
事
比
類
な
し
。
又
、
は
ざ
ま
の
森
刑
部
丞
兄
弟
切
つ
て
ま
は
り
、

余
多
に
手
を
負
は
せ
討
死
。
頸
は
、
柴
田
角
内
ニ
ッ
と
る
な
り
。
う
ら
の
口
に
て
は
、
柘
植
宗
花



と
申
す
仁
切
つ
て
出
で
貼
、
比
類
な
き
働
き
な
り
。
四
方
屋
の
上
よ
り
弓
の
衆
さ
し
取
り
引
き

つ
め
、
散
貼
に
射
立
て
ら
れ
、
相
叶
わ
ず
、
御
殿
に
火
を
懸
け
、
御
一
門
数
十
人
歴
々
御
腹
め

さ
れ
、
御
上
﨟
衆
は
堀
へ
飛
び
入
り
、
渡
り
越
し
、
た
す
か
る
人
も
あ
り
。
水
に
お
ぽ
れ
死
ぬ

る
も
あ
り
、
哀
れ
な
る
有
様
な
り
。
武
衛
様
は
川
狩
よ
り
、
直
ち
に
ゆ
か
た
び
ら
の
し
た
て
に

て
、
信
長
を
御
憑
み
侯
て
、
那
古
野
へ
御
出
で
、
す
な
わ
ち
弐
百
人
扶
持
仰
せ
付
け
ら
れ
、
天

王
坊
に
置
き
申
さ
れ
候
。
主
従
と
は
申
し
な
が
ら
、
筋
日
な
き
御
謀
反
お
ぼ
し
め
し
た
ち
、
仏

天
の
加
護
な
く
、
か
様
に
浅
猿
敷
、
無
下
貼
と
御
果
て
侯
。
若
君
一
人
、
毛
利
十
郎
生
捕
に
仕

り
侯
て
、
那
古
野
へ
送
り
進
上
候
ひ
し
な
り
。
御
自
減
と
申
し
な
が
ら
、
天
道
恐
ろ
し
き
次
第

な
り
、
城
中
に
て
、
日
夜
、
武
衛
様
へ
用
心
機
遣
ひ
仕
り
、
粉
骨
の
族
ど
も
も
、
一
旦
憤
を
散

ず
る
と
い
へ
ど
も
、
我
も
人
も
小
屋
貼
や
か
れ
候
て
、
兵
粮
、
着
の
莢
等
に
闕
く
難
儀
の
仕
合

に
て
候
な
り
。 

   
 

柴
田
権
六
、
中
市
場
合
戦
の
事 

  

一
、
七
月
十
八
日
、
柴
田
権
六
、
清
洲
へ
出
勢
。
あ
し
が
る
衆
我
孫
子
右
京
亮
、
藤
江
九
蔵
、

太
田
又
助
、
木
村
源
五
、
芝
崎
孫
三
・
山
田
七
郎
五
郎
、
此
れ
等
と
し
て
、
三
王
口
に
て
取
合

ひ
、
追
ひ
入
ら
れ
、
乞
食
村
に
て
相
支
ふ
る
こ
と
叶
は
ず
、
誓
願
寺
前
に
て
答
へ
候
へ
ど
も
、

終
に
町
口
大
堀
の
内
へ
追
ひ
入
ら
る
。
河
尻
左
馬
丞
、
織
田
三
位
、
原
殿
、
雑
賀
殿
切
つ
て
か
ゝ



り
、
二
、
三
間
扣
き
立
て
侯
へ
ど
も
、
敵
の
鑓
は
長
く
、
こ
な
た
の
鑓
は
み
じ
か
く
、
つ
き
立

て
ら
れ
、
然
り
と
雖
も
、
一
足
去
ら
ず
に
討
死
の
衆
、
河
尻
左
馬
丞
、
織
田
三
位
、
雑
賀
修
理
、

原
殿
、
八
板
、
高
北
、
古
沢
七
郎
左
衛
門
、
浅
野
久
蔵
、
歴
々
三
十
騎
計
討
死
。
武
衛
様
の
内
、

由
宇
喜
一
、
未
だ
若
年
十
七
、
八
、
明
衣
の
し
た
て
に
て
、
み
だ
れ
入
り
、
織
田
三
位
殿
頸
を

取
る
。
武
衛
様
逆
心
お
ぼ
し
め
し
立
つ
る
と
雖
も
、
譜
代
相
伝
の
主
君
を
殺
し
奉
る
其
の
因
果
、

忽
ち
歴
然
に
て
、
七
日
日
と
印
す
に
、
各
討
死
。
天
道
恐
ろ
し
き
事
ど
も
な
り
。 

   
 

村
木
の
取
出
攻
め
ら
れ
し
の
事 

  

一
、
さ
る
程
に
、
駿
河
衆
岡
崎
に
在
陣
侯
て
、
鴫
原
の
山
岡
構
へ
攻
め
干
し
、
乗
取
り
、
岡

崎
よ
り
持
ち
つ
ゞ
け
、
是
れ
を
根
城
に
し
て
、
小
河
の
水
野
金
吾
構
へ
差
し
向
か
ひ
、
村
木
と

云
ふ
所
、
駿
河
よ
り
丈
夫
に
取
出
を
相
構
へ
、
駿
河
衆
楯
籠
り
侯
。
並
び
に
、
寺
本
の
城
も
人

質
出
だ
し
、
駿
河
へ
荷
担
仕
り
、
御
敵
に
罷
り
な
り
、
小
河
へ
の
通
路
を
取
切
り
候
。
御
後
巻

と
し
て
、
織
田
上
総
介
信
長
御
発
足
た
る
べ
き
の
旨
侯
。
併
し
、
御
敵
、
清
洲
よ
り
定
め
て
御

留
守
に
那
古
野
へ
取
懸
け
、
町
を
放
火
さ
せ
侯
て
は
如
何
と
お
ぼ
し
め
し
、
信
長
の
御
舅
に
て

侯
斎
藤
山
城
道
三
か
た
へ
、
番
手
の
人
数
を
一
勢
乞
ひ
に
遣
は
さ
れ
侯
。
道
三
か
た
よ
り
、
正

月
十
八
日
、
那
古
屋
留
守
居
と
し
て
、
安
東
伊
賀
守
大
将
に
て
、
人
数
千
計
り
、
田
宮
・
甲
山
・

安
斎
・
熊
沢
、
物
取
新
五
等
を
相
加
へ
、
見
及
ぶ
様
体
日
々
注
進
へ
と
申
し
付
け
、
同
じ
事
に
、



正
月
廿
日
、
尾
州
へ
着
き
越
し
候
き
。
居
城
那
古
野
近
所
、
志
賀
・
田
幡
両
郷
に
陣
取
り
を
か

せ
ら
れ
、
廿
日
に
、
陣
取
り
御
見
舞
と
し
て
、
信
長
御
出
で
、
安
東
伊
賀
に
一
礼
仰
せ
ら
れ
、

翌
日
御
出
陣
侯
は
ん
の
と
こ
ろ
、
一
長
の
林
新
五
郎
、
其
の
弟
美
作
守
兄
弟
、
不
足
を
申
し
立

て
、
林
与
力
、
あ
ら
ご
の
前
田
与
十
郎
城
へ
罷
り
退
き
侯
。
御
家
老
の
衆
、
い
か
ゞ
御
座
侯
は

ん
と
申
し
侯
へ
ど
も
も
、
左
候
へ
ど
も
、
苦
し
か
ら
ざ
る
の
由
、
上
総
介
仰
せ
ら
れ
侯
て
、
御

働
き
。
其
の
日
は
、
も
の
か
は
と
云
ふ
御
馬
に
め
し
、
正
月
廿
一
日
あ
つ
た
に
御
泊
り
、
廿
二

日
以
外
の
大
風
に
候
。
御
渡
海
な
る
ま
じ
き
と
、
主
水
、
楫
取
り
の
者
申
し
上
げ
候
。
昔
の
渡

辺
、
福
島
に
て
逆
櫓
を
争
ふ
時
の
風
も
、
是
れ
程
こ
そ
侯
へ
め
。
是
非
に
お
い
て
御
渡
海
あ
る

べ
き
の
間
、
舟
を
出
だ
し
侯
へ
と
、
無
理
に
廿
里
計
り
の
所
、
只
半
時
計
り
に
御
着
岸
。
其
の

日
は
野
陣
を
懸
け
さ
せ
ら
れ
、
直
ち
に
小
川
へ
御
出
で
、
水
野
下
野
守
に
御
参
会
候
て
、
爰
許

の
様
子
、
能
々
き
か
せ
ら
れ
、
小
川
に
御
泊
り
。 

 

一
、
正
月
廿
四
日
払
暁
に
出
で
さ
せ
ら
れ
、
駿
河
衆
楯
籠
り
侯
村
木
の
城
へ
取
り
懸
げ
、
攻

め
さ
せ
ら
れ
、
北
は
節
所
手
あ
き
な
り
。
東
は
大
手
、
西
は
搦
手
な
り
。
南
は
大
堀
霞
む
ば
か

り
、
か
め
程
に
ほ
り
上
げ
、
丈
夫
も
構
へ
侯
、
上
総
介
信
長
、
南
の
か
た
、
攻
め
に
く
き
所
を

御
請
取
り
侯
て
、
御
人
数
付
け
ら
れ
、
若
武
者
ど
も
、
我
劣
ら
ず
、
の
ぼ
り
、
撞
き
落
と
さ
れ

て
は
、
叉
あ
が
り
、
手
負
死
人
其
の
数
を
知
ら
ず
。
信
長
堀
端
に
御
座
侯
て
、
鉄
炮
に
て
、
狭

間
三
ツ
御
請
取
り
の
由
仰
せ
ら
れ
、
鉄
砲
取
り
か
へ
貼
放
さ
せ
ら
れ
、
上
総
介
殿
御
下
知
な
さ

る
ゝ
間
、
我
も
貼
と
攻
め
上
り
、
塀
へ
取
り
付
き
、
つ
き
崩
し
つ
き
崩
し
貼
、
西
搦
手
の
口
は

織
田
孫
三
郎
殿
攻
め
口
、
是
れ
叉
、
攻
め
よ
る
な
り
。
外
丸
一
番
に
六
鹿
と
云
ふ
者
乗
り
入
る



な
り
。
東
大
手
の
方
は
水
野
金
吾
攻
め
口
な
り
。
城
中
の
者
働
く
事
、
比
類
な
き
働
き
な
り
。

然
り
と
雖
も
、
透
を
あ
ら
せ
ず
攻
め
さ
せ
ら
れ
、
城
内
手
負
死
人
、
次
第
貼
に
無
人
に
な
る
様

に
、
降
参
申
し
候
。
尤
攻
め
干
さ
る
べ
き
事
に
侯
へ
ど
も
、
手
負
死
人
塚
を
築
き
、
其
の
上
、

既
に
薄
暮
に
及
び
侯
の
間
、
侘
言
の
旨
に
ま
か
せ
、
水
野
金
吾
に
仰
せ
付
け
ら
る
。
信
長
御
小

性
衆
歴
貼
、
其
の
員
を
知
ら
ざ
る
手
負
死
人
、
日
も
当
て
ら
れ
ぬ
有
様
な
り
。
辰
の
刻
に
取
り

寄
せ
、
申
の
下
刻
ま
で
攻
め
さ
せ
ら
れ
、
御
存
分
に
落
去
侯
ひ
訖
ん
ぬ
。
御
本
陣
へ
御
座
侯
て
、

そ
れ
も
貼
と
御
諚
な
さ
れ
、
感
涙
を
流
さ
せ
ら
れ
候
な
り
。
翌
日
に
は
、
寺
本
の
城
へ
御
手
遣

は
し
、
麓
を
放
火
し
、
是
れ
よ
り
郡
古
野
に
至
つ
て
御
帰
陣
。 

 

一
、
正
月
廿
六
日
、
安
東
伊
賀
守
陣
所
へ
信
長
御
出
で
侯
て
、
今
度
の
御
礼
仰
せ
ら
れ
、
廿

七
日
、
美
濃
衆
帰
陣
。
安
藤
伊
賀
守
、
今
度
の
御
礼
の
趣
、
難
風
渡
海
の
様
体
、
村
木
攻
め
ら

れ
た
る
仕
合
、
慇
に
道
三
に
一
々
物
語
申
し
侯
と
こ
ろ
に
、
山
城
が
申
す
様
に
、
す
さ
ま
じ
き

男
、
隣
に
は
、
は
や
成
人
に
て
侯
よ
と
、
申
し
た
る
由
な
り
。 

  
 

織
田
喜
六
郎
殿
御
生
害
の
事 

  

一
、
清
洲
の
城
守
護
代
、
織
田
彦
五
郎
殿
と
て
こ
れ
あ
り
、
領
在
の
坂
井
大
膳
は
小
守
護
代

な
り
。
坂
井
甚
介
、
河
尻
左
馬
丞
、
織
田
三
位
、
歴
々
討
死
に
て
、
大
膳
一
人
し
て
は
抱
え
が

た
き
の
間
、
此
の
上
は
織
田
孫
三
郎
殿
を
憑
み
入
る
の
間
、
力
を
添
へ
侯
て
、
彦
五
郎
殿
と
孫

三
郎
殿
、
両
守
護
代
に
御
成
り
侯
へ
と
、
懇
望
申
さ
れ
侯
の
と
こ
ろ
、
坂
井
大
膳
好
み
の
如
く



と
て
、
表
裏
あ
る
ま
じ
き
の
旨
、
七
枚
起
請
を
大
膳
か
た
へ
つ
か
は
し
、
相
調
へ
侯
。 

 

一
、
四
月
十
九
日
、
守
山
の
織
田
孫
三
郎
殿
、
清
洲
の
城
南
矢
蔵
へ
御
移
り
、
表
向
は
此
の

如
く
に
て
、
な
い
し
ん
は
信
長
と
仰
せ
談
ぜ
ら
れ
、
清
洲
を
宥
め
、
取
り
進
め
ら
る
べ
き
の
間
、

尾
州
下
郡
四
郡
の
内
に
、
於
多
井
川
と
て
、
大
か
た
は
此
の
川
を
限
つ
て
の
事
な
り
。
孫
三
郎

殿
へ
渡
し
参
ら
せ
ら
れ
侯
へ
と
、
御
約
諾
の
抜
公
事
な
り
。
此
の
孫
三
郎
殿
と
申
す
は
、
信
長

の
伯
父
に
て
侯
。
川
西
・
川
東
と
云
ふ
は
、
尾
張
半
国
の
内
、
下
郡
二
郡
、
二
郡
ツ
ヽ
と
の
約

束
に
て
侯
な
り
。 

 

一
、
四
月
廿
日
、
坂
井
大
膳
御
礼
に
、
南
や
ぐ
ら
へ
御
礼
参
り
侯
は
ゞ
、
御
生
害
な
さ
る
べ

し
と
、
人
数
を
伏
せ
置
き
、
相
待
た
る
ゝ
の
と
こ
ろ
、
城
中
ま
で
参
り
、
冷
じ
き
け
し
き
を
み

て
、
風
を
く
り
、
逃
げ
去
り
侯
て
、
直
ち
に
駿
河
へ
罷
り
越
し
、
今
川
義
元
を
憑
み
、
在
国
な

り
。
守
護
代
織
田
彦
五
郎
殿
を
推
し
寄
せ
、
腹
を
き
ら
せ
、
清
洲
の
城
乗
取
り
、
上
総
介
信
長

へ
渡
し
進
め
ら
れ
、
孫
三
郎
殿
は
那
古
野
の
城
へ
御
移
る
。 

 

其
の
年
の
霜
月
廿
六
日
、
不
慮
の
仕
合
せ
出
来
し
て
、
孫
三
郎
殿
御
遷
化
。
忽
ち
誓
紙
の
御

罰
。
天
道
恐
ろ
し
き
か
な
と
、
申
し
な
ら
し
侯
へ
き
。
併
せ
て
、
上
総
介
政
道
御
果
報
の
故
な

り
。 

  
 

勘
十
郎
殿
、
林
・
柴
田
御
敵
の
事 

  

一
、
六
月
廿
六
日
、
守
山
の
城
主
織
田
孫
十
郎
殿
、
龍
泉
寺
の
下
、
松
川
渡
し
に
て
、
若
侍



ど
も
川
狩
に
打
ち
入
り
て
居
ま
す
と
こ
ろ
を
、
勘
十
郎
殿
御
舎
弟
喜
六
郎
殿
、
馬
一
騎
に
て
御

通
り
侯
と
こ
ろ
を
、
馬
鹿
者
乗
り
打
ち
を
仕
り
侯
と
申
し
侯
。
洲
賀
才
蔵
と
申
す
者
、
弓
を
追

つ
取
り
、
矢
を
射
懸
け
侯
へ
ぱ
、
時
刻
到
来
し
て
、
其
の
矢
に
あ
な
り
一
馬
上
よ
り
落
さ
せ
賜

ふ
。
孫
十
郎
殿
を
初
め
と
し
て
、
川
よ
り
あ
か
り
て
、
是
れ
を
御
覧
ず
れ
ば
、
上
総
介
殿
御
舎

弟
喜
六
郎
殿
な
り
。
御
歳
の
齢
十
五
、
六
に
し
て
、
御
膚
は
白
粉
の
如
く
、
た
ん
く
わ
の
く
ち

び
る
、
柔
和
の
す
が
た
、
容
顔
美
麗
、
人
に
す
ぐ
れ
て
い
つ
く
し
き
と
も
、
中
々
た
と
へ
に
も

及
び
難
き
御
方
様
な
り
。
各
是
れ
を
見
て
充
と
肝
を
消
す
。
孫
十
郎
殿
は
取
る
物
も
取
り
敢
へ

ず
、
居
城
守
山
の
城
へ
は
御
出
で
な
く
、
直
ち
に
捨
て
鞭
を
打
っ
て
、
何
く
と
も
な
く
逃
げ
去
り

給
ひ
、
数
ケ
年
御
牢
人
、
難
儀
せ
ら
れ
侯
な
り
。
則
ち
、
舎
兄
勘
十
郎
殿
、
此
の
事
聞
こ
し
食

し
、
末
盛
の
城
よ
り
、
守
山
へ
懸
け
付
け
、
町
に
火
を
懸
け
、
生
か
城
に
な
さ
れ
、 

 

一
、
上
総
介
信
長
も
清
洲
よ
り
三
里
一
騎
が
け
に
一
時
に
懸
け
さ
せ
ら
れ
、
守
山
入
り
口
矢

田
川
に
て
御
馬
の
口
を
洗
は
せ
ら
れ
侯
と
こ
ろ
、
犬
飼
内
蔵
来
な
り
侯
て
言
上
、
孫
十
郎
は
直

ち
に
何
く
と
も
知
ら
ず
懸
け
落
ち
侯
て
、
城
に
は
誰
も
御
座
な
く
侯
。
町
は
悉
く
勘
十
郎
殿
放

火
な
さ
れ
侯
と
申
し
上
げ
侯
。
爰
に
て
信
長
御
諚
に
は
、
我
々
の
弟
な
ど
と
い
う
物
が
、
人
を

め
し
つ
れ
候
は
で
、
一
僕
の
も
の
ゝ
如
く
、
馬
一
騎
に
て
懸
け
ま
わ
り
し
事
、
沙
汰
の
鍵
値
比

輿
な
る
仕
立
な
り
。
譬
え
在
生
に
候
共
、
向
後
御
許
容
な
さ
れ
間
敷
く
仰
せ
ら
れ
、
是
よ
り
清

洲
へ
御
帰
り
。 

 

さ
る
程
に
、
信
長
は
、
朝
夕
御
馬
を
せ
め
さ
せ
ら
れ
侯
間
、
今
度
も
上
下
あ
ら
く
め
し
侯
へ

ど
も
、
こ
た
へ
侯
へ
ど
も
。
こ
た
へ
候
て
苦
し
か
ら
ず
侯
。
余
仁
の
馬
ど
も
は
飼
つ
め
侯
て
、



常
に
乗
る
こ
と
稀
な
る
に
依
つ
て
、
究
竟
の
名
馬
ど
も
、
三
里
の
片
道
を
さ
へ
運
び
か
ね
、
息

を
仕
り
侯
て
、
途
中
に
て
、
山
田
次
郎
左
衛
門
馬
を
初
め
と
し
て
、
損
死
侯
て
、
迷
惑
せ
ら
れ

侯
。 

 

一
、
守
山
の
城
、
孫
十
郎
殿
年
寄
衆
と
し
て
相
抱
え
侯
。
楯
籠
る
人
数
、
角
田
新
五
・
高
橋

与
四
郎
・
喜
多
野
下
野
守
・
坂
井
七
郎
左
衛
門
・
坂
井
喜
左
衛
門
・
其
の
子
坂
井
孫
平
次
・
岩

崎
丹
羽
源
六
者
ど
も
、
是
れ
等
と
し
て
、
相
抱
え
候
。
勘
十
郎
殿
よ
り
、
柴
田
権
六
、
津
々
木

蔵
人
大
将
と
し
て
、
木
ケ
崎
口
を
と
り
寄
す
る
な
り
。
上
総
介
殿
よ
り
飯
尾
近
江
守
、
子
息
讃

岐
守
、
其
の
外
、
諸
勢
丈
夫
に
取
り
ま
か
せ
、
と
り
籠
め
置
か
れ
侯
。 

 

一
、
織
田
三
郎
五
郎
殿
と
申
す
は
、
信
長
公
の
御
腹
か
は
り
御
舎
兄
な
り
。
其
の
弟
に
安
房

守
殿
と
申
し
侯
て
、
利
口
な
る
人
あ
り
。
上
総
介
殿
へ
佐
久
間
右
衛
門
、
時
に
申
し
上
げ
、
守

山
の
城
、
安
房
殿
へ
参
ら
せ
ら
れ
候
。
角
田
新
五
・
坂
井
喜
左
衛
門
、
惣
別
、
守
山
の
両
長
な

り
。
二
人
謀
叛
に
て
、
安
房
殿
を
引
き
入
れ
、
守
山
殿
に
な
し
申
し
候
。
今
度
の
忠
節
に
依
つ

て
、
下
飯
田
村
屋
斎
、
軒
分
と
申
す
、
知
行
百
石
、
安
房
殿
よ
り
佐
久
間
右
衛
門
に
下
し
置
か

る
ゝ
な
り
。 

 

一
、
さ
る
程
に
、
信
長
公
の
一
お
と
な
林
佐
渡
守
、
其
の
弟
林
美
作
守
・
柴
田
権
六
申
し
合

せ
、
三
人
と
し
て
、
勘
十
郎
殿
を
守
り
立
て
侯
は
ん
と
て
、
既
に
逆
心
に
及
ぶ
の
由
、
風
説
執
々

な
り
。
信
長
公
、
何
と
お
ぼ
し
め
し
た
る
事
や
ら
ん
、 

 

五
月
廿
六
日
に
、
信
長
と
安
房
殿
と
唯
二
人
、
清
洲
よ
り
那
古
野
の
城
林
佐
渡
所
へ
御
出
で

侯
。
能
き
仕
合
せ
に
て
侯
間
、
御
腹
め
さ
せ
侯
は
ん
と
、
弟
の
美
作
守
申
し
侯
を
、
林
佐
渡
守
、



余
り
に
お
も
は
ゆ
く
存
知
侯
歟
、
三
代
相
恩
の
主
君
を
、
お
め
貼
と
爰
に
て
手
に
懸
け
、
討
ち

申
す
べ
き
事
、
天
道
お
そ
ろ
し
く
侯
。
と
て
も
御
迷
惑
に
及
ば
る
べ
き
の
間
、
今
は
御
腹
め
さ

せ
ま
じ
き
と
申
し
侯
て
、
御
命
を
助
け
、
信
長
を
帰
し
申
し
侯
。 

 

一
両
日
過
ぎ
侯
て
よ
り
、
御
敵
の
色
を
立
て
、
林
与
力
の
あ
ら
こ
の
城
、
熱
田
と
清
洲
の
間

を
と
り
切
り
、
御
敵
に
成
る
。
こ
め
の
ゝ
城
、
大
脇
の
城
、
清
洲
と
な
ご
屋
の
間
に
あ
り
。
是

れ
も
、
林
与
力
に
て
候
間
、
一
味
に
御
敵
仕
り
候
。 

 

一
、
是
れ
は
守
山
城
中
の
事
、
坂
井
喜
左
衛
門
子
息
孫
平
次
を
安
房
殿
若
衆
に
さ
せ
ら
れ
、

孫
平
次
無
双
出
頭
に
て
侯
。
爰
に
て
角
田
新
五
、
忠
節
を
仕
り
候
へ
ど
も
、
程
な
く
角
田
を
蔑

如
に
な
さ
れ
候
事
、
無
念
に
存
知
、
守
山
城
中
、
塀
・
柵
損
じ
候
を
、
懸
け
直
し
候
と
申
し
候

て
、
普
請
半
に
土
居
の
崩
れ
た
る
所
よ
り
人
数
を
引
き
入
れ
、
安
房
殿
に
御
腹
め
さ
せ
侯
て
、

岩
崎
・
丹
羽
源
六
共
を
引
組
み
、
城
を
堅
固
に
相
抱
え
候
。
ケ
様
に
移
り
か
は
り
、 

 

一
、
織
田
孫
十
郎
殿
久
貼
牢
籠
た
さ
れ
候
を
、
不
便
に
お
ぼ
し
め
し
、
御
赦
免
侯
て
、
守
山

の
城
、
孫
十
郎
殿
へ
下
さ
れ
侯
。
後
に
河
内
、
長
島
に
て
討
死
侯
な
り
。 

 

一
、
林
兄
弟
が
才
覚
に
て
、
御
兄
弟
の
御
仲
不
和
と
な
る
な
り
。
信
長
御
台
所
入
り
の
御
知

行
、
篠
木
三
郷
押
領
。
定
め
て
川
際
に
取
出
を
構
へ
、
川
東
之
御
知
行
相
押
ヘ
ベ
く
候
の
間
、

其
れ
以
前
に
此
の
方
よ
り
御
取
出
仰
せ
付
け
ら
る
べ
き
の
由
に
て
、
八
月
廿
二
日
お
多
井
川
を

こ
し
、
名
塚
と
云
ふ
所
に
御
取
出
仰
せ
付
け
ら
れ
、
佐
久
間
大
学
入
れ
お
か
れ
侯
。
翌
日
廿
三

日
、
雨
降
り
、
川
の
表
十
分
に
水
出
で
侯
。
其
の
上
、
御
取
出
御
晋
請
首
尾
な
き
以
前
と
存
知

侯
歟
、
柴
田
権
六
人
数
千
計
り
、
林
美
作
勢
衆
七
百
計
り
引
率
し
て
罷
り
出
で
侯
。 



 

弘
治
二
年
丙
辰
八
月
廿
四
日 

 

信
長
も
清
洲
よ
り
人
数
を
出
だ
さ
れ
、
川
を
こ
し
、
先
手
あ
し
軽
に
取
り
合
ひ
侯
。
柴
田
権

六
千
計
り
に
て
、
い
な
ふ
の
村
は
づ
れ
の
海
道
を
西
向
き
に
か
ゝ
り
来
な
り
、
林
美
作
守
は
南

田
方
よ
り
人
数
七
百
計
り
に
て
、
北
向
き
に
信
長
へ
向
つ
て
掛
り
来
た
る
。
上
総
介
殿
は
、
村

は
づ
れ
よ
り
六
、
七
段
き
り
引
き
し
ざ
り
、
御
人
数
備
へ
ら
れ
、
信
長
の
御
人
数
七
百
に
は
過

ぐ
る
べ
か
ら
ず
と
申
し
侯
。
東
の
藪
際
に
御
居
陣
な
り
。 

 

八
月
廿
四
日
、
午
剋
、
辰
巳
へ
向
つ
て
、
先
づ
柴
田
権
六
か
た
へ
向
つ
て
、
過
半
か
ゝ
り
給

ふ
。
散
々
に
扣
き
合
ひ
、
山
田
治
郎
左
衛
門
討
死
。
頸
は
柴
田
権
六
取
り
侯
て
、
手
を
負
ひ
侯

て
、
手
を
負
ひ
侯
て
、
の
が
れ
候
な
り
。
佐
六
孫
介
、
其
の
外
究
竟
の
者
ど
も
う
た
れ
、
信
長

の
御
前
へ
逃
げ
か
ゝ
り
、
其
の
時
、
上
総
介
殿
御
手
前
に
は
、
織
田
勝
左
衛
門
、
織
田
造
酒
丞
、

森
三
左
衛
門
、
御
鑓
持
の
御
中
間
衆
四
十
計
り
こ
れ
あ
り
。
造
酒
丞
・
三
左
衛
門
両
人
は
、
清

洲
衆
、
土
田
の
大
原
を
つ
き
伏
せ
、
も
み
あ
つ
て
、
頸
を
奪
ひ
侯
と
こ
ろ
へ
、
相
か
ゝ
り
に
懸

り
・
合
戦
の
と
こ
ろ
に
、
爰
に
て
上
総
介
殿
大
音
声
を
上
げ
、
御
怒
り
な
さ
れ
候
を
、
見
申
し
、

さ
す
が
に
御
内
の
者
ど
も
に
侯
間
、
御
威
光
に
恐
れ
、
立
ち
と
ゞ
ま
り
、
終
に
逃
げ
崩
れ
侯
ひ

き
。
此
の
時
、
造
酒
丞
下
人
禅
門
と
云
ふ
者
、
か
う
べ
平
四
郎
を
切
り
倒
し
、
造
酒
丞
に
頸
を

御
取
り
侯
へ
と
申
し
侯
へ
ば
、
い
く
ら
も
切
り
倒
し
置
き
侯
と
申
さ
れ
侯
て
、
先
を
心
が
け
御

通
り
侯
ひ
つ
る
。
信
長
は
南
へ
向
つ
て
、
林
美
作
口
へ
か
か
ゝ
り
給
う
と
こ
ろ
に
、
黒
田
半
平

と
林
美
作
数
剋
切
り
合
ひ
、
半
平
左
の
手
を
打
ち
落
さ
れ
、
互
に
息
を
継
ぎ
居
り
申
し
侯
と
こ

ろ
へ
、
上
総
介
信
長
、
美
作
に
か
ゝ
り
合
ひ
給
ふ
。
其
の
時
、
織
田
勝
左
衛
門
御
小
人
の
ぐ
ち



う
杉
若
、
働
き
よ
く
侯
に
依
つ
て
、
後
に
杉
左
衛
門
に
な
さ
れ
侯
。
信
長
、
林
美
作
を
つ
き
臥

せ
、
頸
と
ら
せ
ら
れ
、
御
無
念
を
散
ぜ
ら
れ
、
両
共
以
て
追
ひ
崩
し
、
さ
て
、
手
々
に
馬
を
引

き
寄
せ
侯
。
打
ち
乗
っ
て
、
追
付
き
貼
、
頸
を
取
り
来
な
り
、
其
の
日
、
清
洲
へ
御
帰
陣
。
翌

日
頸
御
実
検
候
へ
ぼ
、 

 

林
美
作
頸
は
、
織
田
上
総
介
信
長
討
ち
と
り
給
ふ
。
鎌
田
助
丞
、
津
田
左
馬
丞
討
ち
と
る
。

富
野
左
京
進
、
高
畠
三
右
衛
門
討
ち
と
る
。
山
口
又
次
郎
、
木
全
六
郎
三
郎
討
ち
と
る
。
橋
本

十
蔵
、
佐
久
間
大
学
討
ち
と
る
。
角
田
新
五
、
松
浦
亀
介
討
ち
と
る
。
大
脇
虎
蔵
、
か
う
べ
平

四
郎
、 

 

初
め
と
し
て
、
歴
々
頸
数
四
百
五
十
余
あ
り
。
是
れ
よ
り
後
は
那
古
野
、
末
盛
籠
城
な
り
。

此
の
両
城
の
間
へ
節
々
推
し
入
り
、
町
口
ま
で
焼
き
払
ひ
、
御
手
遣
は
す
な
り
。
信
長
の
御
袋

様
、
末
盛
の
城
に
御
舎
弟
勘
十
郎
殿
と
御
一
所
に
御
座
侯
に
依
つ
て
、
村
井
長
門
・
島
田
所
之

助
両
人
を
、
清
洲
よ
り
末
盛
へ
召
寄
せ
ら
れ
、
御
袋
様
の
御
使
と
し
て
、
色
々
様
々
御
詫
言
に

て
、
御
赦
免
な
さ
れ
、
勘
十
郎
殿
、
柴
田
権
六
、
津
々
木
蔵
人
、
墨
衣
に
て
、
御
袋
様
御
同
道

に
て
、
清
洲
に
お
い
て
、
御
礼
こ
れ
あ
り
。
林
佐
渡
守
事
、
是
れ
又
、
召
し
出
だ
さ
れ
ま
じ
き

事
に
候
へ
ど
も
、
先
年
御
腹
め
さ
せ
候
刻
を
、
佐
渡
覚
悟
を
以
て
申
し
延
べ
侯
。
其
の
子
細
を

お
ぼ
し
め
し
出
だ
さ
れ
、
今
度
御
宥
免
な
さ
れ
侯
な
り
。 

  
 

三
郎
五
郎
殿
御
謀
叛
の
事 

 



 

一
、
上
総
介
殿
別
腹
の
御
舎
兄
三
郎
五
郎
殿
、
既
に
御
謀
叛
お
ぼ
し
め
し
立
ち
、
美
濃
国
と

仰
せ
合
は
さ
れ
侯
様
子
は
、
何
時
も
御
敵
罷
り
出
で
侯
へ
ば
、
軽
々
と
信
長
懸
け
向
は
せ
ら
れ

侯
。
左
様
に
侯
時
、
彼
の
三
郎
五
郎
殿
御
出
陣
侯
へ
ぱ
、
清
洲
町
通
り
を
御
通
り
な
さ
れ
侯
。

必
ず
城
に
留
主
に
置
か
れ
侯
佐
脇
藤
右
衛
門
罷
り
出
で
、
馳
走
申
し
侯
。
定
め
て
何
も
の
如
く

罷
り
出
づ
べ
く
侯
。
其
の
時
、
崖
脇
を
生
害
さ
せ
、
付
入
り
に
城
を
乗
つ
取
り
、
相
図
の
煙
を

揚
ぐ
べ
く
侯
。
則
ち
美
濃
衆
川
を
こ
し
、
近
々
と
懸
け
向
ふ
べ
く
侯
。
三
郎
五
郎
殿
も
人
数
出

だ
さ
れ
、
御
身
方
の
様
に
し
て
、
合
戦
に
及
び
侯
は
ゞ
、
後
切
り
な
さ
る
べ
し
と
、
御
巧
み
に

て
仰
せ
合
せ
ら
れ
候
。
美
濃
衆
何
貼
よ
り
う
き
貼
と
渡
り
、
い
な
り
へ
人
数
を
詰
め
侯
と
注
進

こ
れ
あ
り
。
爰
に
て
信
長
御
諚
に
は
、
さ
て
は
、
家
中
に
謀
叛
こ
れ
あ
り
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
、

佐
脇
城
を
一
切
出
づ
る
べ
か
ら
ず
。
町
人
も
惣
構
が
よ
く
、
城
戸
を
さ
し
堅
め
、
信
長
御
帰
陣

侯
ま
で
人
を
入
る
べ
か
ら
ず
と
、
仰
せ
ら
れ
侯
て
、
懸
け
出
さ
せ
ら
れ
、
御
人
数
出
だ
し
侯
を
、

三
郎
五
郎
殿
き
か
せ
ら
れ
、
人
数
打
ち
ふ
る
ひ
、
清
洲
へ
御
出
陣
な
り
。
三
郎
五
郎
殿
御
出
で

と
申
し
候
へ
ど
も
、
入
り
立
ち
侯
は
ず
、
謀
叛
聞
こ
え
候
か
と
、
御
不
審
に
お
ぼ
し
め
し
、
急

ぎ
早
々
御
帰
り
、
美
濃
衆
も
引
き
取
り
侯
ひ
き
。
信
長
も
御
帰
陣
候
な
り
。 

 

一
、
三
郎
五
郎
殿
御
敵
の
色
を
立
て
さ
せ
ら
れ
、
御
取
合
半
に
候
。
御
迷
惑
な
る
時
、
見
次

者
は
稀
な
り
。
ケ
様
に
攻
め
、
一
仁
に
御
成
り
候
へ
ど
も
、
究
竟
の
度
々
の
覚
え
の
侍
衆
七
、

八
百
、
甍
を
並
べ
御
座
候
の
間
、
御
合
戦
に
及
び
て
、
一
度
も
不
覚
こ
れ
なL

。 

  
 

お
ど
り
御
張
行
の
事 



  

七
月
十
八
日
お
ど
り
を
御
張
行 

 

一
、
赤
鬼
平
手
内
膳
衆 

 

一
、
黒
鬼
浅
井
備
中
守
衆 

 

一
、
餓
鬼
滝
川
左
近
衆 

 

一
、
地
蔵
繊
田
太
郎
左
衛
門
衆 
辨
慶
に
成
り
候
衆
、
勝
れ
て
器
量
た
る
仁
躰
な
り
。 

 

一
、
前
野
但
馬
守 

辮
慶 

 

一
、
伊
東
夫
兵
衛 

辮
慶 

 

一
、
市
橋
伝
左
衛
門 

辮
慶 
 

一
、
飯
尾
近
江
守 

辮
慶 

 

一
、
祝
弥
三
郎 

鷺
に
な
ら
れ
侯
。
一
段
似
相
申
し
侯
な
り
。 

 

一
、
上
総
介
殿
は
天
人
の
御
仕
立
に
御
成
り
侯
て
、
小
鼓
を
遊
ぱ
し
、
女
お
ど
り
を
た
さ
れ

侯
。 

 

津
島
に
て
は
堀
田
道
空
庭
に
て
、
一
お
ど
り
遊
ぱ
し
、
そ
れ
よ
り
清
洲
へ
御
帰
り
な
り
。
津

島
五
ヶ
村
の
年
寄
ど
も
お
ど
り
の
返
し
を
仕
り
侯
。
是
れ
又
、
結
構
申
す
計
り
な
き
様
躰
な
り
。

清
洲
へ
至
り
候
。
御
前
へ
め
し
よ
せ
ら
れ
、
是
れ
は
、
ひ
よ
う
げ
な
り
。
又
は
似
相
な
り
な
ど

と
、
そ
れ
転
あ
ひ
貼
と
、
し
ほ
ら
し
く
、
一
々
御
詞
懸
け
ら
れ
、
御
団
に
て
冥
加
な
く
あ
を
が

せ
ら
れ
、
御
茶
を
給
べ
侯
へ
と
、
下
さ
れ
、
悉
き
次
第
、
炎
天
の
辛
労
を
忘
れ
、
有
り
難
く
、

皆
感
涙
を
な
が
し
、
罷
帰
り
侯
ひ
き
。 

 

一
、
熱
田
よ
り
一
里
東
、
鳴
海
の
城
、
山
口
左
馬
助
入
れ
置
か
れ
侯
。
是
れ
は
武
篇
者
、
才

覚
の
仁
也
。
既
に
逆
心
を
企
て
、
駿
河
衆
を
引
き
入
れ
、
な
ら
び
大
高
の
城
・
沓
懸
の
城
、
両

城
も
、
左
馬
助
調
略
を
以
て
乗
つ
取
り
、
推
し
並
べ
三
金
輪
に
三
ケ
所
、
何
方
へ
も
間
は
一
里



づ
ゝ
な
り
。
鳴
海
の
城
に
は
駿
河
よ
り
岡
部
五
郎
兵
衛
城
代
と
し
て
楯
籠
り
、
大
高
の
城
・
沓

懸
の
城
、
番
手
の
人
数
、
多
太
貼
と
入
れ
置
く
。
此
の
後
、
程
在
つ
て
、
山
口
左
馬
助
子
息
九

郎
次
郎
父
子
、
駿
州
へ
呼
び
寄
せ
、
忠
節
の
褒
美
は
無
く
し
て
、
無
情
に
親
子
共
に
腹
を
き
ら

せ
侯
。 

 

一
、
上
総
介
信
長
、
尾
張
国
半
国
は
御
進
退
な
す
べ
き
事
に
侯
へ
ど
も
、
河
内
一
郡
は
、
二

の
江
の
坊
主
服
部
左
京
進
押
領
し
て
、
御
手
に
属
せ
ず
。
智
多
郡
は
駿
河
よ
り
乱
入
し
、
残
つ

て
二
郡
の
内
も
、
乱
世
の
事
に
侯
間
、
慥
に
御
手
に
随
は
ず
、
此
の
式
に
侯
間
、
万
御
不
如
意

千
万
な
り
。 

  
 

天
沢
長
老
物
か
な
り
の
事 

  

さ
る
程
に
、
天
沢
と
申
し
侯
て
、
天
台
宗
の
能
化
あ
り
。
一
切
経
を
二
篇
読
み
た
る
人
に
て

侯
。
或
る
時
、
関
東
下
り
の
折
節
、
甲
斐
国
に
て
武
田
信
玄
に
一
礼
申
し
侯
て
罷
り
通
り
侯
へ

と
、
奉
行
人
申
す
に
付
い
て
、
御
礼
申
し
侯
の
と
こ
ろ
、
上
が
た
は
、
い
づ
く
ぞ
と
、
先
づ
国

を
御
尋
ね
に
あ
り
侯
。
尾
張
国
の
者
と
申
し
上
げ
侯
。
郡
を
御
尋
ね
侯
、
上
総
介
殿
居
城
清
洲

よ
り
五
十
町
東
、
春
日
原
の
は
ず
れ
味
鏡
と
云
ふ
村
、
天
永
寺
と
申
す
寺
中
に
居
住
の
由
、
申

し
侯
。
信
長
の
形
儀
を
あ
り
ま
ゝ
残
ら
ず
物
語
り
侯
へ
と
仰
せ
ら
れ
侯
間
、
申
し
上
げ
侯
。
朝

毎
に
馬
を
の
ら
れ
侯
。
又
、
鉄
炮
御
稽
古
、
師
匠
者
橋
本
一
巴
に
て
侯
。
市
川
大
介
を
め
し
よ

せ
弓
御
稽
古
、
不
断
は
、
平
田
三
位
と
申
す
も
の
近
付
け
を
か
せ
ら
れ
、
是
れ
も
兵
法
に
て
侯
。



志
け
転
御
鷹
野
に
成
ら
れ
侯
と
申
し
候
。
其
の
外
数
寄
は
何
か
あ
る
と
御
尋
ね
侯
。
舞
と
こ
う

た
数
寄
に
て
侯
と
申
し
上
げ
侯
へ
ば
、
幸
若
大
夫
来
侯
か
と
仰
せ
ら
れ
侯
間
、
清
洲
の
町
人
に

友
閑
と
申
す
者
、
細
々
召
し
よ
せ
、
ま
は
せ
ら
れ
侯
。
敦
盛
を
一
番
よ
り
外
は
御
舞
ひ
候
は
ず

候
。
人
間
五
十
年
、
下
天
の
内
を
く
ら
ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
如
く
な
り
。
是
れ
を
口
付
け
て
御
舞

ひ
侯
。
又
、
小
う
た
を
数
寄
て
、
う
た
は
せ
ら
れ
侯
と
申
し
侯
へ
ば
、
い
な
物
を
す
か
れ
侯
と

信
玄
仰
せ
ら
れ
侯
。
そ
れ
は
、
い
か
様
の
歌
ぞ
と
仰
せ
ら
れ
侯
。
死
の
ふ
は
一
定
、
し
の
び
草

に
は
何
を
し
よ
ぞ
。
一
定
か
な
り
を
こ
す
よ
の
、
是
れ
に
て
御
座
侯
と
申
し
侯
へ
ば
、
ち
と
其

の
ま
ね
を
せ
ら
れ
侯
へ
と
、
信
玄
仰
せ
ら
れ
侯
。
沙
門
の
儀
に
侯
へ
ば
、
申
し
た
る
事
も
御
座

な
く
侯
間
、
罷
り
成
り
が
た
し
と
申
し
上
げ
侯
へ
ば
、
是
非
貼
と
仰
せ
ら
れ
侯
問
、
ま
ね
を
仕

り
侯
。 

  
 

六
人
の
衆
と
云
ふ
事 

 

鷹
野
の
時
は
・
廿
人
・
鳥
見
の
衆
と
申
す
事
申
し
付
け
ら
れ
、
二
里
、
三
里
御
先
へ
罷
り
参

り
侯
て
、
あ
そ
こ
の
村
・
爰
の
在
所
に
、
鴈
あ
り
、
鶴
あ
り
と
、
一
人
鳥
に
付
げ
置
き
、
一
人

は
注
進
申
す
事
侯
。
又
、
六
人
衆
と
云
ふ
事
定
め
ら
れ
、 

 
 

弓
、
三
張
の
人
数 

 

浅
野
叉
右
衛
門 

太
田
叉
介 

堀
田
孫
七 

以
上 

 
 

鑓
。
三
本
人
数 



 

伊
藤
清
蔵 

城
戸
小
左
衛
門 

堀
田
左
内 

以
上 

 

此
の
衆
は
御
手
ま
は
り
に
こ
れ
に
在
る
な
り
。 

 

一
、
馬
乗
一
人
、
山
口
太
郎
兵
衛
と
申
す
者
、
わ
ら
を
あ
ぶ
付
き
に
仕
り
侯
て
、
鳥
の
志
り

を
そ
ろ
り
貼
と
乗
り
ま
は
し
、
次
第
貼
に
近
よ
り
、
信
長
は
御
鷹
居
給
ひ
、
鳥
の
見
付
け
侯
は

ぬ
様
に
、
馬
の
影
に
ひ
つ
付
い
て
、
ち
か
よ
り
侯
ひ
し
時
、
は
し
り
出
で
、
御
鷹
を
出
だ
さ
れ
、

向
待
と
云
ふ
事
を
定
め
、
是
れ
に
は
鍬
を
も
た
せ
、
農
人
の
様
に
ま
な
び
、
そ
ら
田
を
う
た
せ
、

御
鷹
取
付
き
侯
て
、
く
み
合
ひ
侯
を
、
向
待
の
者
、
鳥
を
お
さ
へ
申
し
侯
。
信
長
は
達
者
侯
間
、

度
々
お
さ
へ
ら
れ
侯
と
承
り
及
び
侯
。
信
長
の
武
者
を
し
ら
れ
侯
事
、
道
理
に
て
侯
よ
と
ぞ
、

ふ
し
を
が
み
た
る
躰
に
て
侯
間
、
御
い
と
ま
を
と
申
し
侯
へ
ば
、
の
ぼ
り
に
か
な
ら
ず
と
仰
せ

ら
れ
、
罷
り
立
ち
侯
ひ
つ
る
と
、
天
沢
御
雑
談
侯
ひ
つ
る
。
御
国
の
内
へ
義
元
引
請
け
ら
れ
候

ひ
し
間
、
大
事
と
御
胸
中
に
寵
り
侯
ひ
し
と
、
聞
こ
え
申
し
侯
肢
り
。 

  
 

鳴
海
の
城
へ
御
取
出
の
事 

  

一
、
鳴
海
の
城
、
南
は
黒
末
の
川
と
て
、
入
海
塩
の
差
し
引
き
、
城
下
ま
で
こ
れ
あ
り
。
東

へ
谷
合
打
ち
続
き
、
西
又
深
田
な
り
。
北
よ
り
東
へ
は
山
つ
ゞ
き
な
り
。
城
よ
り
廿
町
隔
て
、

た
ん
げ
と
云
ふ
古
屋
し
き
こ
れ
あ
る
を
御
取
出
に
か
ま
へ
ら
れ
、 

 

水
野
帯
刀 

山
口
ゑ
び
の
丞 

柘
植
玄
蕃
頭 

真
木
与
十
郎 

真
木
宗
十
郎 

伴
十
左
衛
門

尉 



 

東
に
善
照
寺
と
て
古
跡
こ
れ
在
り
、
御
要
害
に
侯
て
、
佐
久
間
右
衛
門
、
舎
弟
左
京
助
を
か

せ
ら
れ
、
南
中
島
と
て
小
村
あ
り
。
御
取
出
に
な
さ
れ
、
梶
川
平
左
衛
門
を
か
せ
ら
れ
、 

一
、 

黒
末
入
海
の
向
ふ
に
、
な
る
み
、
大
だ
か
、
間
を
取
り
切
り
、
御
取
出
ニ
ケ
所
仰
せ
付

け
ら
る
。 

一
、
丸
根
山
に
は
、
佐
久
間
大
学
を
か
せ
ら
れ
、 

 

一
、
鷲
津
山
に
は
、
織
田
玄
蕃
・
飯
尾
近
江
守
父
子
入
れ
を
か
せ
ら
れ
侯
ひ
き
。 

  
 

今
川
義
元
討
死
の
事 

  

天
文
廿
一
年
壬
子
五
月
十
七
日 

 

一
、
今
川
義
元
沓
懸
へ
参
陣
。
十
八
日
夜
に
入
り
、
大
高
の
城
へ
兵
粮
入
れ
、
助
け
な
き
様

に
、
十
九
日
朝
、
塩
の
満
干
を
勘
が
へ
、
取
出
を
払
ふ
べ
き
の
旨
必
定
と
相
聞
こ
え
侯
ひ
し
由
、

十
八
日
、
夕
日
に
及
ん
で
、
佐
久
間
大
学
・
織
田
玄
蕃
か
た
よ
り
御
注
進
申
し
上
げ
侯
と
こ
ろ
、

其
の
夜
の
御
は
な
し
、
軍
の
行
は
努
々
こ
れ
な
く
、
色
六
世
間
の
御
雑
談
ま
で
に
て
、
既
に
深

更
に
及
ぶ
の
問
、
帰
宅
侯
へ
と
、
御
暇
下
さ
る
。
家
老
の
衆
申
す
様
、
運
の
末
に
は
智
慧
の
鏡

も
曇
る
と
は
、
此
の
節
な
り
と
、
各
嘲
弄
し
て
、
罷
り
帰
ら
れ
侯
。
案
の
如
く
、
夜
明
が
た
に
、

佐
久
間
大
学
・
織
田
玄
蕃
か
た
よ
り
は
や
鷲
津
山
・
丸
根
山
へ
人
数
取
り
か
け
侯
由
、
追
々
御

注
進
こ
れ
あ
り
。
此
の
時
、
信
長
、
敦
盛
の
舞
を
遊
ぱ
し
侯
。
人
間
五
十
年
、
下
天
の
内
を
く

ら
ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
如
く
な
り
。
一
度
生
を
得
て
、
滅
せ
ぬ
者
の
あ
る
べ
き
か
と
て
、
螺
ふ
け
、



具
足
よ
こ
せ
と
、
仰
せ
ら
れ
、
御
物
具
め
さ
れ
、
た
ち
な
が
ら
御
食
を
参
り
、
御
甲
を
め
し
侯

て
、
御
出
陣
な
さ
る
。
其
の
時
の
御
伴
に
は
御
小
姓
衆 

 

岩
室
長
門
守 
長
谷
川
橋
介 

佐
脇
藤
八 

山
口
飛
騨
守 

賀
藤
弥
三
郎 

 

是
等
主
従
六
騎
、
あ
つ
た
ま
で
、
三
里
一
時
に
か
け
さ
せ
ら
れ
、
辰
の
剋
に
源
大
夫
殿
宮
の

ま
へ
よ
り
東
を
御
覧
じ
侯
へ
ぱ
、
鷲
津
・
丸
根
落
去
と
覚
し
く
て
、
煙
上
り
侯
。
此
の
時
、
馬

上
六
騎
、
雑
兵
弐
百
計
り
な
り
。
浜
手
よ
り
御
出
で
侯
へ
ば
、
程
近
く
侯
へ
ど
も
、
塩
満
ち
さ

し
入
り
、
御
馬
の
通
ひ
是
れ
な
く
、
熱
田
よ
り
か
み
道
を
、
も
み
に
も
ん
で
懸
げ
さ
せ
ら
れ
、

先
、
た
ん
げ
の
御
取
出
へ
御
出
で
侯
て
、
夫
よ
り
善
照
寺
、
佐
久
間
居
陣
の
取
出
へ
御
出
で
あ

つ
て
、
御
人
数
立
て
ら
れ
、
勢
衆
揃
へ
さ
せ
ら
れ
、
様
体
御
覧
じ
、 

 

御
敵
今
川
義
元
は
、
四
万
五
千
引
率
し
、
お
け
は
ざ
ま
山
に
、
人
馬
の
休
息
こ
れ
あ
り
。 

 

天
文
廿
一
壬
子
五
月
十
九
日 

午
の
剋
、
戌
亥
に
向
つ
て
人
数
を
備
へ
、
鷲
津
・
丸
根
攻
め

落
し
、
満
足
こ
れ
に
過
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
の
由
に
て
、
謡
を
三
番
う
た
は
せ
ら
れ
た
る
由
に
侯
。

今
度
家
康
は
朱
武
者
に
て
先
懸
を
さ
せ
ら
れ
て
、
大
高
へ
兵
粮
兵
粮
入
れ
、
鷲
津
・
丸
根
に
て

手
を
砕
き
、
御
辛
労
な
さ
れ
た
る
に
依
つ
て
、
人
馬
の
休
息
、
大
高
に
居
陣
な
り
。
信
長
、
善

照
寺
へ
御
出
で
を
見
申
し
、
佐
々
隼
人
正
、
千
秋
四
郎
二
首
、
人
数
三
百
計
り
に
て
、
義
元
へ

向
つ
て
、
足
軽
に
罷
り
出
で
侯
へ
ぱ
、
瞳
と
か
ゝ
り
来
て
、
鎗
下
に
て
千
秋
四
郎
、
佐
々
隼
人

正
を
初
め
と
し
て
、
五
十
騎
計
り
討
死
侯
。
是
れ
を
見
て
、
義
元
が
文
先
に
は
、
天
魔
鬼
神
も

忍
べ
か
ら
ず
。
心
地
は
よ
し
と
、
悦
ん
で
、
緩
々
と
し
て
謡
を
う
た
は
せ
、
陣
を
居
ら
れ
侯
。

信
長
御
覧
じ
て
、
中
島
へ
御
移
り
侯
は
ん
と
侯
つ
る
を
、
脇
は
深
困
の
足
入
り
、
一
騎
打
の
道



な
り
。
無
勢
の
様
体
、
敵
方
よ
り
さ
だ
か
に
相
見
え
侯
。
勿
体
な
き
の
由
、
家
老
の
衆
、
御
馬

の
轡
の
引
手
に
取
り
付
き
侯
て
、
声
々
に
申
さ
れ
侯
へ
ど
も
、
ふ
り
切
つ
て
中
島
へ
御
移
り
侯
。

此
の
時
、
二
千
に
足
ら
ざ
る
御
人
数
の
由
、
申
し
侯
。
中
島
よ
り
叉
、
御
人
数
出
だ
さ
れ
侯
。 

今
度
は
無
理
に
す
が
り
付
き
、
止
め
申
さ
れ
侯
へ
ど
も
、
爰
に
て
の
御
諚
は
、
各
よ
く
貼
承
り

侯
へ
。
あ
の
武
者
、
宵
に
兵
粮
つ
か
ひ
て
、
夜
も
す
が
ら
来
な
り
、
大
高
へ
兵
粮
を
入
れ
、
鷲

津
・
丸
根
に
て
手
を
砕
き
、
辛
労
し
て
、
つ
か
れ
た
る
武
者
な
り
。
こ
な
た
は
新
手
な
り
。
其

の
上
、
小
軍
な
り
と
も
大
敵
を
怖
る
ゝ
な
か
れ
。
運
は
天
に
あ
り
。
此
の
語
は
知
ら
ざ
る
や
。

懸
ら
ぱ
ひ
け
、
し
り
ぞ
か
ば
引
き
付
く
べ
し
。
是
非
に
於
い
て
は
、
稠
ひ
倒
し
、
追
い
崩
す
べ

き
事
、
案
の
内
な
り
。
分
捕
な
す
べ
か
ら
ず
。
打
拾
て
に
な
す
べ
し
。
軍
に
勝
ち
ぬ
れ
ば
、
此

の
場
へ
乗
り
た
る
者
は
、
家
の
面
日
、
末
代
の
高
名
た
る
べ
し
。
只
励
む
べ
し
と
、
御
諚
の
と

こ
ろ
に
、 

 

前
田
又
左
衛
門 

毛
利
河
内 

毛
利
十
郎 

木
下
雅
楽
助 

中
川
金
右
衛
門 
佐
久
間
弥
太

郎 

森
小
介 

安
食
弥
太
郎 

魚
住
隼
人 

 

右
の
衆
、
手
々
に
頸
を
取
り
持
ち
参
ら
れ
侯
。
右
の
趣
、
一
々
仰
せ
聞
か
れ
、
山
際
ま
で
御

人
数
寄
せ
ら
れ
侯
と
こ
ろ
、
俄
に
急
雨
、
石
氷
を
投
げ
打
つ
様
に
、
敵
の
輔
に
打
ち
付
く
る
。

身
方
は
後
の
方
に
降
り
か
ゝ
る
。 

沓
掛
の
到
下
の
松
の
本
に
・
二
か
い
三
が
ゐ
の
楠
の
木
、
雨
に
東
へ
降
り
倒
る
ゝ
。
余
の
事
に
、

熱
田
大
明
神
の
神
軍
が
と
申
し
侯
な
り
。
空
晴
る
ゝ
を
御
覧
じ
、
信
長
鎗
を
お
つ
取
つ
て
、
大

音
声
を
上
げ
て
、
す
は
、
か
ゝ
れ
貼
と
仰
せ
ら
れ
、
黒
煙
立
て
懸
か
る
を
見
て
、
水
を
ま
く
る



が
如
く
、
後
ろ
へ
く
は
つ
と
崩
れ
な
り
。
弓
、
鎗
、
鉄
炮
、
の
ぼ
り
、
さ
し
物
等
を
乱
す
に
異

な
ら
ず
、
今
川
義
元
の
塗
輿
も
捨
て
、
く
づ
れ
逃
れ
け
り
。 

 

天
文
廿
一
年
壬
子
五
月
十
九
日 

 

旗
本
は
是
れ
な
り
。
是
れ
へ
懸
か
れ
と
御
下
知
あ
り
、
未
の
刻
、
東
へ
向
つ
て
か
ゝ
り
給
ふ
。

初
め
は
三
百
騎
計
り
真
丸
に
な
つ
て
義
元
を
囲
み
退
き
け
る
が
、
二
、
三
度
、
四
、
五
度
、
帰

し
合
ひ
貼
、
次
第
貼
に
無
人
に
な
つ
て
、
後
に
は
五
十
騎
計
り
に
な
り
た
る
な
り
。
信
長
下
り

立
つ
て
若
武
者
共
に
先
を
争
ひ
、
つ
き
伏
せ
、
つ
き
倒
し
、
い
ら
つ
た
る
若
も
の
ど
も
、
乱
れ

か
ゝ
つ
て
、
し
の
ぎ
を
け
づ
り
、
鍔
を
わ
り
、
火
花
を
ち
ら
し
、
火
焔
を
ふ
ら
す
。
然
り
と
雖

も
、
敵
身
方
の
武
者
、
色
は
相
ま
ぎ
れ
ず
、
爰
に
て
御
馬
廻
、
御
小
姓
歴
々
衆
手
負
ひ
死
人
員

知
れ
ず
、
服
部
小
平
太
、
義
元
に
か
ゝ
り
あ
ひ
、
膝
の
口
き
ら
れ
、
倒
れ
伏
す
。
毛
利
新
介
、

義
元
を
伐
ち
臥
せ
、
頸
を
と
る
。
是
れ
偏
に
、
先
年
清
洲
の
城
に
於
い
て
武
衛
様
を
悉
く
攻
め

殺
し
侯
の
時
、
御
舎
弟
を
一
人
生
捕
り
助
け
申
さ
れ
侯
、
其
の
冥
加
忽
ち
来
な
り
て
、
義
元
の

頸
を
と
り
給
ふ
と
、
人
々
風
聞
な
り
。
運
の
尽
き
た
る
験
に
や
、
お
け
は
ざ
ま
と
云
ふ
所
は
、

は
ざ
ま
く
み
て
、
深
田
足
入
れ
、
高
み
ひ
き
み
茂
り
、
節
所
と
云
ふ
事
、
限
り
な
し
。
深
田
へ

逃
げ
入
る
者
は
、
所
を
さ
ら
ず
は
い
づ
り
ま
は
る
を
、
若
者
ど
も
追
ひ
付
き
貼
、
二
つ
三
つ
宛
、

手
々
に
頸
を
と
り
持
ち
、
御
前
へ
参
り
侯
。
頸
は
何
れ
も
清
洲
に
て
御
実
検
と
仰
せ
出
だ
さ
れ
、

よ
し
も
と
の
頸
を
御
覧
じ
、
御
満
足
斜
な
ら
ず
、
も
と
御
出
で
の
道
を
御
帰
陣
侯
な
り
。 

 

一
、
山
口
左
馬
助
、
同
九
郎
二
郎
父
子
に
、
信
長
公
の
御
父
織
田
備
後
守
、
累
年
御
日
に
懸

け
ら
れ
、
鳴
海
在
城
不
慮
に
御
遷
化
侯
へ
ば
、
程
な
く
御
厚
恩
を
忘
れ
、
信
長
公
へ
敵
対
を
含



み
、
今
川
義
元
へ
忠
節
な
し
、
居
城
鳴
海
へ
引
き
入
れ
、
智
多
郡
御
手
に
属
し
、
其
の
上
、
愛

智
郡
へ
推
し
入
り
、
笠
寺
と
云
ふ
所
に
要
害
を
構
へ
、
岡
部
五
郎
兵
衛
・
か
つ
ら
山
・
浅
井
小

四
郎
・
飯
尾
豊
前
・
三
浦
左
馬
助
在
城
。
鳴
海
に
は
子
息
九
郎
二
郎
を
入
れ
置
き
、
笠
寺
の
並

び
中
村
の
郷
取
出
に
構
へ
、
山
口
左
馬
助
居
陣
な
り
。
此
の
如
く
重
々
忠
節
申
す
の
と
こ
ろ
に
、

駿
河
へ
左
馬
助
、
九
郎
二
郎
両
人
召
し
寄
せ
ら
れ
、
御
褒
美
は
聊
も
こ
れ
な
く
、
無
下
貼
と
生

害
さ
せ
ら
れ
侯
。
世
は
澆
季
に
及
ぶ
と
雖
も
、
日
月
未
だ
地
に
堕
ち
ず
、
今
川
義
元
、
山
口
左

馬
助
が
在
所
へ
き
な
り
、
鳴
海
に
て
四
万
五
千
の
大
軍
を
靡
か
し
、
そ
れ
も
御
用
に
た
た
ず
、

千
が
一
の
信
長
纔
二
千
に
及
ぶ
人
数
に
扣
き
立
て
ら
れ
、
逃
が
れ
死
に
相
果
て
ら
れ
、
浅
猿
敷

仕
合
せ
、
因
果
歴
然
、
善
悪
ニ
ツ
の
道
理
、
天
道
お
そ
ろ
し
く
侯
ひ
し
な
り
。
山
田
新
右
衛
門

と
云
ふ
者
、
本
国
駿
河
の
者
な
り
。
義
元
別
し
て
御
日
に
懸
け
ら
れ
侯
。
討
死
の
由
承
り
侯
て
、

馬
を
乗
り
帰
し
、
討
死
。
寔
命
は
義
に
依
つ
て
軽
し
と
云
ふ
事
、
此
の
節
な
り
二
股
の
城
主
松

井
五
八
郎
・
松
井
一
門
一
党
弐
百
人
、
枕
を
並
べ
て
討
死
な
り
。
爰
に
て
歴
々
其
の
数
、
討
死

侯
な
り
。 

 

爰
に
河
内
二
の
江
の
坊
主
、
う
ぐ
ゐ
ら
の
服
部
左
京
助
、
義
元
へ
手
合
せ
と
し
て
、
武
者
舟

干
艘
計
り
、
海
上
は
蛛
の
子
を
ち
ら
す
が
如
く
、
大
高
の
下
、
黒
末
川
口
ま
で
乗
り
入
れ
侯
へ

ど
も
、
別
の
働
き
な
く
、
乗
り
帰
し
、
も
ど
り
ざ
ま
に
熱
田
の
湊
へ
舟
を
寄
せ
、
遠
浅
の
所
よ

り
下
り
立
て
、
町
ロ
ヘ
火
を
懸
け
侯
は
ん
と
仕
り
侯
を
、
町
人
ど
も
よ
せ
付
け
て
、
焜
と
懸
け

出
で
、
数
十
人
討
ち
取
る
間
、
曲
な
く
川
内
へ
引
き
取
り
侯
ひ
き
。 

 

上
総
介
信
長
は
御
馬
の
先
に
今
川
義
元
の
頸
を
も
た
せ
ら
れ
、
御
急
ぎ
な
さ
る
ゝ
程
に
、
日



の
内
に
清
洲
へ
御
出
で
あ
つ
て
、
翌
日
頸
御
実
検
侯
ひ
し
な
り
。
頸
数
三
千
余
あ
り
。
然
る
と

こ
ろ
、
義
元
の
さ
ゝ
れ
た
る
鞭
、
ゆ
か
け
持
ち
た
る
同
朋
下
方
九
郎
左
衛
門
と
申
す
者
生
捕
に

仕
り
、
進
上
侯
。
近
比
名
誉
仕
り
し
由
に
て
、
御
褒
美
、
御
機
嫌
斜
な
ら
ず
。
義
元
前
後
の
始

末
申
し
上
げ
、
頸
ど
も
一
々
誰
々
と
見
知
り
申
し
、
名
字
を
書
き
付
け
さ
せ
ら
れ
、
彼
の
同
朋

に
は
、
の
し
付
の
大
刀
わ
き
ざ
し
下
さ
れ
、
其
の
上
、
十
人
の
僧
衆
を
御
仕
立
に
て
、
義
元
の

頸
同
朋
に
相
添
へ
、
駿
河
へ
送
り
遣
は
さ
れ
侯
な
り
。
清
洲
よ
り
廿
町
南
、
須
賀
口
、
熱
田
へ

参
り
侯
海
道
に
、
義
元
塚
と
て
築
か
せ
ら
れ
、
弔
の
為
め
に
と
て
、
千
部
経
を
よ
ま
せ
、
大
卒

都
婆
を
立
て
置
き
侯
ら
ひ
し
。
今
度
分
捕
に
、
義
元
不
断
さ
ゝ
れ
た
る
秘
蔵
の
名
誉
の
左
文
字

の
刀
め
し
上
げ
ら
れ
、
何
ケ
度
も
き
ら
せ
ら
れ
、
信
長
不
断
さ
ゝ
せ
ら
れ
侯
な
り
。
御
手
柄
申

す
計
り
も
な
き
次
第
な
り
。 

 

さ
て
、
鳴
海
の
城
に
岡
部
五
郎
兵
衛
楯
籠
り
侯
。
降
参
申
し
侯
間
、
一
命
助
け
遣
は
さ
れ
、

大
高
城
・
沓
懸
城
・
池
鯉
鮒
の
城
・
原
、
鴫
原
の
城
、
五
ケ
所
同
事
退
散
な
り
。 

  
 

家
康
公
岡
崎
の
御
城
へ
御
引
取
り
の
事 

  

一
、
家
康
は
、
岡
崎
の
城
へ
楯
籠
り
、
御
居
城
な
り
。 

 

一
、
翌
年
四
月
上
旬
、
三
州
梅
ヶ
坪
の
城
へ
御
手
遣
り
推
し
詰
め
、
麦
苗
薙
ぎ
せ
ら
れ
、
然
し

て
、
究
竟
の
射
手
ど
も
罷
り
出
で
、
き
び
し
く
相
支
へ
、
足
軽
合
戦
に
て
、
前
野
長
兵
衛
討
死

侯
。
爰
に
て
平
井
久
右
衛
門
よ
き
矢
を
仕
り
、
城
中
よ
り
褒
美
い
た
し
、
矢
を
送
り
、
信
長
も



御
感
な
さ
れ
、
豹
の
皮
の
大
う
つ
ぼ
、
蘆
毛
の
御
馬
下
さ
れ
、
面
日
の
至
り
な
り
。
野
陣
を
懸

け
さ
せ
ら
れ
、
是
れ
よ
り
高
橋
郡
一
御
働
き
、
端
貼
放
火
し
、
推
し
詰
め
、
麦
苗
薙
ぎ
せ
ら
れ
、

爰
に
て
も
矢
軍
あ
り
、
加
治
屋
村
焼
き
払
ひ
、
野
陣
を
懸
け
ら
れ
、
翌
日
、
い
ぼ
の
城
、
是
れ

叉
、
御
手
遣
は
し
、
麦
苗
薙
ぎ
せ
ら
れ
、
直
ち
に
矢
久
佐
の
城
へ
御
手
遣
は
し
、
麦
苗
薙
ぎ
せ

ら
れ
、
御
帰
陣
。 

 

一
、
上
総
介
殿
信
長
公
の
御
舎
弟
勘
十
郎
殿
、
龍
泉
寺
を
城
に
御
拵
へ
な
さ
れ
侯
。
上
郡
岩

倉
の
織
田
伊
勢
守
と
仰
せ
合
は
せ
ら
れ
、
信
長
の
御
台
所
入
り
篠
木
三
郷
、
能
き
知
行
に
て
侯
。

是
れ
を
押
領
侯
は
ん
と
の
御
巧
み
に
て
侯
。
勘
十
郎
殿
御
若
衆
に
津
々
木
蔵
人
と
て
こ
れ
あ
り
。

御
家
中
の
覚
え
の
侍
ど
も
は
皆
、
津
々
木
に
付
け
ら
れ
候
。
勝
ち
に
乗
っ
て
奢
り
、
柴
田
権
六
を

蔑
如
に
持
ち
扱
ひ
候
。
柴
田
無
念
に
存
じ
、
上
総
介
殿
へ
又
御
謀
叛
お
ぼ
し
め
し
立
つ
る
の
由

申
し
上
げ
ら
れ
候
。
是
れ
よ
り
信
長
作
病
を
御
構
へ
に
て
、
一
切
面
へ
御
出
で
な
し
。 

御
兄
弟
の
儀
に
侯
間
、
勘
十
郎
殿
御
見
舞
然
る
べ
し
と
、
御
袋
様
並
び
に
柴
田
権
六
異
見
申
す

に
付
い
て
、
清
洲
へ
御
見
舞
に
御
出
で
、
清
洲
北
矢
蔵
、
天
主
、
次
の
間
に
て
、 

 

弘
治
四
年
戊
午
霜
月
二
日 

河
尻
・
青
貝
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
御
生
害
な
さ
れ
侯
。
此
の
忠
節
仕
り
侯
に
付
て
、
後
に
越
前

大
国
を
柴
田
に
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
。 

  
 

丹
羽
兵
蔵
御
忠
節
の
事 

 



 

一
、
さ
る
程
に
、
上
総
介
殿
御
上
洛
の
儀
、
俄
に
仰
せ
出
さ
れ
、
御
伴
衆
八
十
人
の
御
書
立

に
て
御
上
京
な
さ
れ
、
城
都
、
奈
良
、
堺
御
見
物
に
て
、 

公
方
光
源
院
義
照
へ
御
礼
仰
せ
ら
れ
、
御
在
京
侯
ひ
き
。
爰
を
晴
れ
な
り
と
拵
へ
、
大
の
し
付

に
車
を
懸
け
て
、
御
伴
衆
、
皆
の
し
付
に
て
候
な
り
。 

 

清
洲
の
那
古
野
弥
五
郎
が
内
に
丹
羽
兵
蔵
と
て
、
こ
ざ
か
し
き
者
あ
り
。
都
へ
罷
り
上
り
侯

と
こ
ろ
、
人
体
と
覚
し
き
衆
、
首
貼
五
、
六
人
、
上
下
卅
人
計
り
上
洛
侯
。
志
那
の
渡
り
に
て
、

彼
の
衆
乗
り
侯
舟
に
、
同
船
仕
り
侯
。
何
く
の
者
ぞ
と
尋
ね
ら
れ
、
三
川
の
国
の
者
に
て
侯
。

尾
張
の
国
を
罷
り
侯
と
て
、
有
随
な
る
様
体
に
て
侯
間
、
機
遣
仕
り
侯
て
、
罷
り
越
し
侯
と
申

し
侯
へ
ぱ
、
上
総
、
か
い
そ
う
も
程
あ
る
ま
じ
く
侯
と
申
し
侯
。
如
何
に
も
人
を
忍
ぶ
体
に
相

見
え
侯
。
詞
の
あ
や
し
き
様
体
、
不
審
に
存
知
、
心
を
付
け
、
彼
等
が
泊
貼
あ
な
り
に
宿
を
借

り
、
こ
ざ
か
し
き
わ
ら
ん
べ
を
ち
か
付
け
、
京
に
し
て
湯
入
り
の
衆
に
て
侯
か
。
誰
に
て
侯
ぞ

と
尋
ね
侯
へ
ば
、
三
川
の
国
の
者
に
て
侯
と
申
す
に
付
い
て
、
心
を
ゆ
る
し
、
わ
ら
ん
べ
申
す

様
に
、
湯
入
り
に
て
も
な
く
て
、
美
濃
国
よ
り
大
事
の
御
使
を
請
取
り
、
上
総
介
殿
の
討
手
に

上
り
侯
と
申
し
侯
。
人
数
は 

 

小
池
吉
内 

平
美
作 

近
松
田
面 

宮
川
八
右
衛
門 

野
木
次
左
衛
門 

是
れ
等
な
り
。
夜
る
は
伴
の
衆
に
紛
れ
、
近
貼
と
引
き
付
け
、
様
子
を
聞
く
に
、
公
方
の
御
覚

悟
さ
へ
参
り
侯
て
、
其
の
宿
の
者
に
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
は
ゞ
、
鉄
炮
に
て
打
ち
侯
は
ん
に
は
何

の
子
細
あ
る
ま
じ
き
と
申
し
侯
て
、
急
ぎ
侯
間
、
程
な
く
夜
に
入
り
京
着
侯
て
、
二
条
た
こ
薬

師
の
辺
に
宿
を
取
り
、
夜
中
の
事
に
侯
の
間
、
其
の
家
の
門
柱
左
右
に
け
づ
り
か
け
を
仕
り
侯



て
、
そ
れ
よ
り
上
総
殿
御
宿
を
尋
ね
申
し
侯
へ
ば
、
室
町
通
り
上
京
う
ら
辻
に
御
座
侯
由
申
す
。

尋
ね
あ
な
り
、
御
門
を
如
き
侯
へ
ば
、
御
番
を
居
置
か
れ
侯
。
田
舎
よ
り
御
使
に
罷
り
上
り
侯
。

火
急
の
用
事
に
侯
。
金
盛
か
蜂
屋
に
御
日
に
か
ゝ
り
侯
は
ん
と
申
し
侯
。
両
人
罷
り
出
で
、
対

面
侯
て
、
右
の
様
子
一
々
懇
に
申
し
上
げ
侯
。
則
ち
御
披
露
の
と
こ
ろ
に
、
丹
羽
兵
蔵
を
召
し

寄
せ
ら
れ
、
宿
を
見
置
き
た
る
か
と
御
諚
に
、
二
条
た
こ
薬
師
辺
へ
一
所
に
入
り
申
し
侯
。
家

宅
門
口
に
け
づ
り
懸
け
在
り
侯
て
置
き
申
し
侯
間
、
ま
が
ひ
申
す
ま
じ
き
と
言
上
侯
。
夫
よ
り

御
談
合
、
夜
も
明
け
侯
。
右
の
美
濃
衆
金
森
存
知
の
衆
侯
間
、
早
朝
に
彼
の
私
宅
へ
罷
り
越
し

侯
へ
と
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
。
丹
羽
兵
蔵
を
め
し
列
ね
、
彼
の
宿
の
う
ら
屋
へ
つ
つ
と
入
り
、
皆

貼
に
対
面
侯
て
、
夕
部
、
貴
方
ど
も
上
洛
の
事
、
上
総
介
殿
も
存
知
侯
の
間
、
さ
て
参
り
侯
。

信
長
へ
御
礼
申
さ
れ
侯
へ
と
、
金
森
申
し
侯
。
存
知
せ
し
む
る
の
由
侯
つ
る
。
色
を
か
へ
仰
天

限
り
な
し
。
翌
日
、
美
濃
衆
小
川
表
へ
あ
が
り
侯
。
信
長
も
裁
売
よ
り
小
川
表
御
見
物
と
し
て

御
出
で
侯
。
爰
に
て
御
対
面
侯
て
、
御
詞
を
懸
け
ら
れ
侯
。
汝
等
を
上
総
介
が
討
手
に
の
ぼ
り

た
る
と
な
。
若
輩
の
奴
原
が
進
退
に
て
信
長
を
濟
ふ
事
、
蟷
螂
が
斧
と
や
ら
ん
。
実
な
ら
ず
。

さ
り
な
が
ら
、
爰
に
て
仕
る
べ
く
候
や
と
。
仰
せ
懸
け
ら
れ
候
へ
ば
、
六
人
の
衆
、
難
儀
の
仕

合
せ
な
り
。
京
童
二
様
に
褒
貶
な
り
。
大
将
の
詞
に
は
似
相
は
ず
と
申
す
者
も
あ
り
、
亦
、
若

き
人
に
は
似
相
ひ
た
る
と
申
す
者
も
候
べ
き
。
五
三
日
過
ぎ
侯
て
、
上
総
介
殿
、
守
山
ま
で
御

下
り
・
翌
日
、
雨
降
り
侯
と
雖
も
、
払
暁
に
御
立
ち
侯
て
、
あ
ひ
谷
よ
り
、
は
つ
ふ
峠
越
え
、

清
洲
ま
で
廿
七
里
。
其
の
日
の
寅
の
刻
に
は
、
清
洲
へ
御
参
着
な
り
。 

 



 
 

蛇
か
え
の
事 

  

一
、
爰
に
希
異
の
事
あ
り
。
尾
州
国
中
、
清
洲
よ
り
五
十
町
東
、
佐
次
蔵
人
佐
居
城
、
比
良

の
城
の
東
北
、
南
ヘ
長
き
大
堤
こ
れ
あ
る
内
、
西
に
あ
ま
が
池
と
て
、
お
そ
ろ
し
き
蛇
池
と
申

し
伝
へ
た
る
い
け
あ
り
。
叉
、
堤
よ
り
外
、
東
は
三
十
町
計
り
、
へ
い
貼
と
し
た
る
葭
原
な
り
。 

 

正
月
中
旬
、
安
食
村
福
徳
の
郷
、
又
左
衛
門
と
申
す
者
、
雨
の
降
り
た
る
暮
れ
が
た
に
、
堤

を
罷
り
通
り
侯
と
こ
ろ
、
ふ
と
さ
は
一
か
ひ
程
も
あ
る
べ
き
黒
き
物
、
同
躰
は
堤
に
侯
て
、
首

は
堤
を
こ
し
侯
て
、
漸
あ
ま
り
、
池
へ
望
み
侯
。
人
音
を
聞
い
て
、
首
を
上
げ
侯
。
つ
ら
は
、

鹿
の
つ
ら
の
如
く
な
り
。
眼
は
星
の
如
く
光
り
か
ゞ
や
く
。
舌
を
出
し
た
る
は
紅
の
如
く
に
て
、

手
を
ひ
ら
き
た
る
如
く
な
り
。
眼
と
舌
と
の
光
り
た
る
、
是
れ
を
見
て
、
身
の
毛
よ
だ
ち
、
お

そ
ろ
し
さ
の
ま
ゝ
、
あ
と
へ
逃
げ
去
り
侯
ひ
き
。
比
良
よ
り
大
野
木
へ
ま
い
り
侯
て
、
宿
へ
罷

り
帰
り
、
此
の
由
、
人
に
語
る
程
に
、
隠
れ
な
し
。
上
総
介
殿
聞
こ
し
召
し
及
ば
れ
、
正
月
下

旬
、
彼
の
又
左
衛
門
を
め
し
よ
せ
ら
れ
、
直
に
御
尋
ね
た
さ
れ
、
翌
日
、
蛇
が
へ
と
仰
せ
出
さ

れ
、
比
良
の
郷
大
野
木
村
、
高
田
五
郷
、
安
食
村
、
味
鏡
村
百
姓
ど
も
、
水
か
へ
、
つ
る
べ
・

鋤
・
鍬
持
ち
よ
り
候
へ
と
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
数
百
挺
の
釣
瓶
を
立
て
な
ら
べ
、
あ
ま
が
池
四
方

よ
り
立
ち
渡
り
、
二
時
計
り
か
へ
さ
せ
ら
れ
候
へ
ど
も
、
池
の
内
、
水
七
分
計
り
に
な
つ
て
、

何
ど
か
へ
侯
へ
ど
も
同
篇
な
り
。
然
る
と
こ
ろ
、
信
長
水
中
へ
入
り
、
蛇
を
御
覧
あ
る
べ
き
の

由
に
て
、
御
脇
指
を
御
口
に
く
わ
へ
ら
れ
、
池
へ
御
入
り
侯
て
、
暫
が
程
侯
て
、
あ
が
り
給
ふ
。 

中
貼
、
蛇
と
覚
し
き
物
は
侯
は
ず
。
鵜
左
衛
門
と
申
し
侯
て
、
よ
く
水
に
鍛
錬
し
た
る
者
、
是



れ
又
、
入
り
侯
て
見
よ
と
て
、
御
跡
へ
入
り
見
申
し
侯
。
中
貼
御
座
な
く
侯
。
然
る
間
、
是
れ

よ
り
信
長
、
清
洲
へ
帰
り
給
ふ
な
り
。
さ
る
程
に
身
の
ひ
ゑ
た
る
危
き
事
あ
り
。
子
細
は
、
其

の
比
、
佐
々
内
蔵
佐
、
信
長
へ
逆
心
の
由
風
説
こ
れ
あ
り
。
こ
れ
依
り
、
此
の
時
は
正
体
な
く

相
煩
ひ
侯
由
に
て
、
罷
り
出
で
ず
、
定
め
て
信
長
小
城
に
は
、
当
城
程
の
よ
き
城
な
し
と
、
聞

き
侯
間
、
此
の
次
で
に
御
一
覧
侯
は
ん
と
仰
せ
ら
れ
侯
て
、
腹
を
御
き
ら
せ
侯
は
ん
と
存
知
な

さ
れ
侯
と
こ
ろ
、
家
子
・
郎
党
長
に
、
井
口
太
郎
左
衛
門
と
申
す
者
こ
れ
あ
り
。
其
の
儀
に
於

い
て
は
、
任
せ
置
か
る
べ
く
侯
。
信
長
を
果
た
し
申
す
べ
く
侯
。
如
何
と
な
れ
ば
、
城
を
御
覧

じ
な
さ
れ
た
し
と
、
井
口
に
御
尋
ね
あ
る
べ
く
侯
。
其
の
時
、
我
々
申
す
様
に
、
是
れ
に
舟
御

座
侯
の
間
、
め
さ
れ
侯
て
、
先
か
げ
り
を
御
覧
じ
侯
て
然
る
べ
し
と
申
す
べ
く
侯
。
尤
も
御
諚

侯
て
、
御
舟
に
め
さ
れ
侯
時
、
我
々
、
こ
し
だ
か
に
、
は
し
折
り
、
わ
き
ざ
し
を
投
げ
出
だ
し
、

小
者
に
渡
し
、
舟
を
漕
ぎ
出
だ
し
申
す
べ
く
侯
。
定
め
て
御
小
姓
衆
計
り
め
し
侯
聒
。
た
と
へ

ば
、
五
人
、
三
人
御
年
寄
衆
め
し
侯
と
も
、
つ
が
ひ
を
見
申
し
侯
て
、
ふ
と
こ
ろ
に
小
脇
指
を

か
く
し
を
き
、
信
長
様
を
引
き
よ
せ
、
た
ゝ
み
か
け
て
、
つ
き
こ
ろ
し
、
く
ん
で
、
川
へ
入
り

参
ら
せ
侯
間
、
御
心
安
か
る
ぺ
く
侯
と
、
申
し
合
せ
た
る
由
、
承
わ
り
侯
。
信
長
公
御
運
の
つ

よ
き
御
人
に
て
、
あ
ま
が
池
よ
り
直
ち
に
御
帰
り
な
り
。
惣
別
、
大
将
は
万
事
に
御
心
を
付
け

ら
れ
、
御
油
断
あ
る
ま
じ
き
御
事
に
て
侯
な
り
。 

  
 

火
起
請
御
取
り
侯
事 

 



 

一
、
尾
張
国
海
東
郡
大
屋
と
云
ふ
里
に
、
織
田
造
酒
丞
家
来
甚
兵
衛
と
云
ふ
庄
屋
侯
ら
ひ
し
、

な
ら
び
村
一
色
と
云
ふ
所
に
左
介
と
云
ふ
者
こ
れ
あ
り
。
両
人
別
し
て
知
音
の
間
な
り
。
或
る

時
、
大
屋
の
甚
兵
衛
、
十
二
月
中
句
、
御
年
貢
勘
定
に
清
洲
へ
罷
り
上
り
侯
留
守
に
、
一
色
村

の
左
介
、
甚
兵
衛
宿
へ
夜
討
ち
に
入
り
侯
。
女
房
お
き
合
せ
、
左
介
と
し
が
み
合
ひ
、
刀
の
さ

や
を
取
り
上
げ
侯
。
此
の
事
、
清
洲
へ
申
し
上
げ
、
双
方
、
公
方
へ
言
上
な
り
。
一
色
村
の
左

介
は
、
当
権
信
長
公
の
乳
弟
池
田
勝
三
郎
被
官
な
り
。
火
起
請
に
成
り
侯
て
、
三
王
社
の
ま
へ

に
て
奉
行
衆
公
事
相
手
双
方
よ
り
検
使
を
出
だ
さ
る
。
爰
に
天
道
恐
ろ
し
き
事
あ
り
。
子
細
は
、

左
介
火
起
請
取
損
じ
侯
へ
ど
も
、
其
の
比
、
池
田
勝
三
郎
衆
、
権
威
を
募
り
侯
の
間
、
奪
ひ
取

り
、
成
敗
さ
せ
ま
じ
き
催
に
て
侯
。
折
節
、
上
総
介
信
長
御
鷹
野
帰
り
に
御
立
寄
り
な
さ
れ
、

御
覧
じ
、
何
事
に
弓
・
鑓
道
具
に
て
人
多
く
侯
哉
と
、
仰
せ
ら
れ
、
双
方
の
様
子
き
か
せ
ら
れ
、

早
、
此
の
有
様
、
一
々
御
覧
侯
て
、
信
長
御
機
色
か
は
り
、
火
起
請
侯
趣
き
こ
し
め
さ
れ
、
何

程
に
か
ね
を
あ
か
め
て
、
と
ら
せ
た
る
ぞ
。
元
の
如
く
、
か
ね
を
焼
き
侯
を
御
覧
侯
は
ん
と
、

仰
せ
ら
れ
、
か
ね
よ
く
あ
か
め
申
し
侯
て
、
此
の
如
く
に
し
て
と
ら
せ
申
し
侯
の
申
、
言
上
侯
。

其
の
時
、
上
総
介
殿
御
諚
に
は
、
我
々
火
起
請
と
り
す
ま
し
侯
は
ゞ
、
佐
介
を
御
成
敗
な
さ
る

べ
き
の
間
、
其
の
分
、
心
得
侯
一
と
御
意
侯
て
、
焼
き
た
る
横
攵
を
御
手
の
上
に
請
け
ら
れ
、

三
足
御
運
び
侯
て
、
棚
に
置
か
れ
、
是
れ
を
見
申
し
た
る
か
と
、
上
意
侯
て
、
左
介
を
誅
戮
さ

せ
ら
れ
、
す
さ
ま
し
き
様
体
な
り
。 

  
 

土
岐
頼
藝
公
の
事 



  

一
、
浦
藤
山
城
道
三
、
元
来
ほ
山
城
国
西
岡
の
、
松
波
と
云
う
者
な
り
。
一
年
下
国
侯
て
・

美
濃
国
長
井
左
衛
門
を
憑
み
、
扶
持
を
請
け
、
与
力
も
付
け
ら
れ
侯
折
節
、
情
け
を
無
く
、
主

の
頸
を
切
り
、
長
井
新
九
郎
と
名
乗
る
。
一
族
同
名
共
野
心
を
発
し
、
取
合
ひ
半
の
刻
、
土
岐

頼
芸
公
大
桑
に
御
在
城
候
を
、
長
井
新
九
郎
を
憑
み
奉
り
候
と
こ
ろ
、
別
状
な
く
御
荷
担
候
。

其
の
故
を
以
て
、
存
分
に
達
し
、
其
の
後
、
土
岐
殿
御
子
息
次
郎
殿
、
八
郎
殿
と
て
、
御
兄
弗

こ
れ
あ
り
。
忝
く
も
次
郎
殿
を
聟
に
取
り
、
宥
し
申
し
、
毒
飼
を
仕
り
、
殺
し
奉
り
、
其
の
娘

を
又
、
御
席
直
し
に
を
か
せ
ら
れ
侯
へ
と
、
無
理
に
進
上
申
し
侯
。
主
者
稲
葉
山
に
居
り
申
し
、

土
岐
次
郎
殿
を
ば
山
下
に
置
き
申
し
、
五
三
日
に
一
度
づ
ゝ
参
り
、
御
縁
に
御
鷹
野
へ
出
御
も

無
用
、
御
馬
な
ど
め
し
侯
事
、
是
れ
又
、
勿
体
な
く
侯
と
申
し
つ
め
、
籠
の
如
く
に
仕
り
侯
間
、

雨
夜
の
紛
れ
に
忍
び
出
で
、
御
馬
に
て
、
尾
州
を
心
が
け
御
出
で
侯
と
こ
ろ
、
追
い
懸
け
、
御

腹
め
さ
せ
侯
。
父
土
岐
頼
藝
公
大
桑
に
御
座
侯
を
、
家
老
の
者
ど
も
に
属
託
を
と
ら
せ
、
大
桑

を
追
ひ
出
し
侯
。
そ
れ
よ
り
土
岐
殿
は
尾
州
へ
御
出
で
侯
て
、
信
長
の
父
の
織
田
弾
正
忠
を
憑

み
な
さ
れ
侯
。
爰
に
て
何
者
の
云
為
哉
、
落
書
に
云
ふ
。 

 
 

主
を
き
り
聟
を
こ
ろ
す
は
身
の
お
は
り
む
か
し
は
お
さ
だ
い
ま
は
山
し
ろ 

と
侍
り
、
七
ま
が
り
百
曲
に
立
て
置
き
侯
ら
ひ
し
。
恩
を
蒙
り
恩
を
知
ら
ず
、
樹
鳥
枝
を
枯
ら

す
に
似
な
り
。
山
城
道
三
は
、
小
科
の
輩
を
も
牛
裂
に
し
、
或
ひ
は
、
釜
を
居
え
置
き
、
其
の

女
房
や
親
兄
弟
に
火
を
た
か
せ
、
人
を
煎
殺
し
侯
事
、
冷
ま
じ
き
成
敗
な
り
。
山
城
子
息
、
一

男
新
九
郎
、
二
男
孫
四
郎
、
三
男
喜
平
次
、
兄
弟
三
人
こ
れ
あ
り
。
父
子
四
人
共
に
稲
葉
山
に



居
城
な
り
。
惣
別
、
人
の
総
領
た
る
者
は
、
必
ず
し
も
心
が
緩
貼
と
し
て
、
穏
当
な
る
も
の
に

侯
。
道
三
は
智
慧
の
鏡
も
曇
り
、
新
九
郎
は
耄
者
と
計
り
心
得
て
、
弟
二
人
を
利
口
の
者
哉
と

崇
敬
し
て
、
三
男
喜
平
次
を
一
色
右
兵
衛
大
輔
に
な
し
、
居
な
が
ら
、
官
を
進
め
ら
れ
、
ケ
様

に
侯
間
、
弟
ど
も
勝
ち
に
乗
つ
て
著
り
、
蔑
如
に
持
ち
扱
ひ
侯
。
新
九
郎
、
外
見
、
無
念
に
存

知
、
十
月
十
三
日
よ
り
作
病
を
構
へ
、
奥
へ
引
き
入
り
、
平
臥
侯
へ
き
。
霜
月
廿
二
日
、
山
城

道
三
、
山
下
の
私
宅
へ
下
ら
れ
侯
。
爰
に
て
、
伯
父
の
長
井
隼
人
正
を
使
に
て
、
弟
二
人
の
か

た
へ
申
し
遣
は
す
趣
、
既
に
重
病
、
時
を
期
す
る
事
に
侯
。
対
面
候
て
一
言
申
し
度
事
侯
。
入

来
侯
へ
か
し
と
申
し
送
り
侯
。
長
井
隼
人
正
巧
み
を
廻
し
、
異
見
申
す
と
こ
ろ
に
、
同
心
に
て
、

則
ち
二
人
の
弟
ど
も
、
新
九
郎
所
へ
罷
り
来
る
な
り
、
長
井
隼
人
正
、
次
の
間
に
刀
を
置
く
。

是
れ
を
見
て
、
兄
弟
の
者
も
同
じ
如
く
、
次
の
間
に
刀
を
を
く
。
奥
の
間
へ
入
る
な
り
。
態
と

盃
を
と
侯
て
、
振
舞
を
出
だ
し
、
日
根
野
備
中
、
名
誉
の
物
切
の
ふ
と
刀
、
作
手
棒
兼
常
、
抜

き
持
ち
、
上
座
に
侯
へ
つ
る
孫
四
郎
を
切
り
臥
せ 

叉
、
右
兵
大
輔
を
切
り
殺
し
、
年
来
の
愁

眉
を
開
き
、
則
ち
山
下
に
こ
れ
あ
る
山
城
道
三
か
た
へ
、
右
の
趣
申
し
遣
は
す
と
こ
ろ
、
仰
天

致
し
、
肝
を
消
す
こ
と
限
り
無
し
。
爰
に
て
螺
を
立
て
、
人
数
を
寄
せ
、
四
方
町
末
よ
り
火
を

か
け
、
悉
く
放
火
し
、
井
口
を
生
か
城
に
な
し
、
奈
賀
良
の
川
を
越
え
、
山
県
と
云
ふ
山
中
へ

引
き
退
く
。
明
く
る
年
四
月
十
八
日
、
鶴
山
へ
取
り
上
り
、
国
中
を
見
下
し
居
陣
な
り
。
信
長

も
道
三
聟
に
て
侯
間
、
手
合
の
た
め
木
曾
川
・
飛
騨
川
舟
に
て
渡
り
、
大
河
打
ち
越
え
、
大
良

の
戸
島
、
東
蔵
坊
構
へ
至
り
て
御
在
陣
。
銭
亀
爰
も
か
し
こ
も
銭
を
布
き
た
る
如
く
な
り
。 

 



 
 

山
城
道
三
討
死
の
事 

  

四
月
廿
日
辰
の
剋
、
戌
亥
へ
向
つ
て
新
九
郎
義
龍
人
数
を
出
だ
し
侯
。
道
三
も
鶴
山
を
お
り

下
り
、
奈
加
良
川
端
ま
で
人
数
を
出
だ
さ
れ
侯
。
一
番
合
戦
に
竹
腰
道
塵
、
六
百
計
り
真
丸
に

な
つ
て
、
中
の
渡
り
を
打
ち
越
え
、
山
城
道
三
の
幡
元
へ
切
り
か
ゝ
り
、
散
々
に
入
り
み
だ
れ
、

相
戦
ふ
。
終
に
竹
腰
道
塵
合
戦
に
切
り
負
け
、
山
城
道
三
竹
腰
を
討
ち
と
り
、
床
木
に
腰
を
懸

け
、
ほ
ろ
を
ゆ
す
り
満
足
侯
と
こ
ろ
、
二
番
鑓
に
新
九
郎
義
龍
、
多
人
数
焜
と
川
を
越
え
、
互

ひ
に
人
数
立
て
備
へ
侯
。
義
龍
備
へ
の
中
よ
り
武
者
一
騎
、
長
屋
甚
右
衛
門
と
云
う
者
進
み
懸

か
る
。
叉
、
山
城
人
数
の
内
よ
り
柴
田
角
内
と
云
ふ
者
、
唯
一
騎
進
み
出
で
、
長
屋
に
渡
し
合

ひ
、
真
中
に
て
相
戦
ひ
、
勝
負
を
決
し
、
柴
田
角
内
、
晴
れ
が
ま
し
き
高
名
な
り
。
双
方
よ
り

か
ゝ
り
合
ひ
、
入
り
乱
れ
、
火
花
を
ち
ら
し
相
戦
ひ
、
し
の
木
を
け
づ
り
鍔
を
わ
り
、
爰
か
し

こ
に
て
思
ひ
貼
の
働
き
あ
り
、
長
井
忠
左
衛
門
、
道
三
に
渡
し
合
ひ
、
打
太
刀
を
推
し
上
げ
、

む
す
と
懐
き
付
き
、
山
城
を
生
捕
に
仕
ら
ん
と
云
ふ
所
へ
、
あ
ら
武
者
の
小
真
木
源
太
走
り
来

な
り
、
山
城
が
鐘
を
薙
ぎ
臥
せ
、
頸
を
と
る
。
忠
左
衛
門
者
、
後
の
証
拠
の
為
に
と
て
、
山
城

が
鼻
を
そ
ひ
で
、
退
き
に
け
り
。
合
戦
に
打
ち
勝
ち
て
、
頸
実
検
の
所
へ
、
道
三
が
頸
持
ち
来

た
る
。
此
の
時
、
身
よ
り
出
だ
せ
る
罪
な
り
と
、
得
道
を
こ
そ
し
な
り
け
り
。
是
れ
よ
り
後
、

新
九
郎
は
ん
か
と
名
乗
る
。
古
事
あ
り
。
昔
、
唐
に
、
は
ん
か
と
云
ふ
者
、
親
の
頸
を
切
る
。

夫
者
、
父
の
頸
を
切
り
て
孝
な
す
と
な
り
。 

 



 
 

信
長
太
良
よ
り
御
帰
陣
の
事 

  

今
の
新
九
郎
義
龍
は
、
不
孝
、
重
罪
恥
辱
と
な
る
な
り
。
軍
終
り
、
頸
実
検
し
て
、
信
長
御

陣
所
大
良
口
へ
人
数
を
出
だ
し
侯
。
則
ち
、
大
良
よ
り
三
十
町
計
り
懸
け
出
で
、
お
よ
び
河
原

に
て
取
合
ひ
、
足
軽
合
戦
侯
て
、 

 

山
口
取
手
介
、
討
死
。
土
方
喜
三
郎
、
討
死
。
森
三
左
衛
門
、
千
石
叉
一
に
渡
し
合
ひ
、
馬

上
に
て
切
り
合
ひ
、
三
左
衛
門
鐘
の
口
き
ら
れ
、
引
退
く
。 

 

山
城
も
合
戦
に
切
り
負
け
、
討
死
の
由
侯
間
、
大
良
御
本
陣
ま
で
、
引
き
入
る
な
り
。
爰
に

て
大
河
隔
つ
る
事
に
侯
間
、
雑
人
・
牛
馬
、
悉
く
退
け
さ
せ
ら
れ
、
殿
は
信
長
さ
せ
ら
る
べ
き

由
に
て
、
惣
人
数
こ
さ
せ
ら
れ
、
上
総
介
殿
め
し
侯
御
舟
一
艘
残
し
置
き
、
お
の
貼
打
ち
越
え

侯
と
こ
ろ
、
馬
武
者
少
々
川
ば
た
ま
で
懸
け
来
な
り
侯
。
其
の
時
、
信
長
鉄
炮
を
う
た
せ
ら
れ
、

是
れ
よ
り
近
貼
と
は
参
ら
ず
・
さ
て
、
御
舟
に
め
さ
れ
、
御
こ
し
な
り
、
然
る
と
こ
ろ
、
尾
張

国
半
国
の
主
織
田
伊
勢
守
、
濃
州
の
義
龍
と
申
し
合
せ
、
御
敵
の
色
を
立
て
、
信
長
の
館
清
洲

の
近
所
、
下
の
郷
と
云
ふ
村
放
火
の
由
、
追
々
注
進
こ
れ
あ
り
。
御
無
念
に
お
ぼ
し
め
し
、
直

ち
に
岩
倉
口
へ
御
手
遣
は
し
侯
て
、
岩
倉
近
辺
の
知
行
所
焼
き
払
ひ
、
其
の
日
、
御
人
数
御
引

取
り
、
此
の
如
く
侯
間
、
下
郡
半
国
も
過
半
御
敵
に
な
る
な
り
。 

 

一
、
清
洲
の
並
び
三
十
町
隔
て
、
お
り
津
の
郷
に
、
正
眼
寺
と
て
、
会
下
寺
あ
り
。
然
る
べ

き
構
へ
の
地
な
り
。
上
郡
岩
倉
よ
り
取
出
に
仕
る
べ
き
の
由
、
風
説
こ
れ
あ
り
。
こ
れ
に
依
り
、

清
洲
の
町
人
ど
も
か
り
出
し
、
正
眼
寺
の
藪
を
切
り
払
ひ
候
は
ん
の
由
に
て
、
御
人
数
出
だ
さ



れ
侯
へ
ば
、
町
人
ど
か
ず
へ
見
申
し
侯
へ
ば
、
馬
上
八
十
三
騎
な
ら
で
は
御
座
な
く
候
と
申
し

侯
。
御
敵
方
よ
り
人
数
を
出
だ
し
、
た
ん
原
野
に
三
千
計
備
へ
侯
。
其
の
時
、
信
長
か
け
ま
は

し
、
町
人
ど
も
に
竹
や
り
を
も
た
せ
、
御
後
を
く
ろ
め
さ
せ
ら
れ
侯
て
、
足
軽
を
出
だ
し
、
あ

ひ
し
ら
ひ
給
ふ
。
さ
て
、
互
に
御
人
数
打
ち
納
め
ら
れ
、
ケ
様
に
取
合
ひ
半
ば
の
内
、 

  
 

武
衛
様
と
吉
良
殿
と
御
参
会
の
事 

  

一
、
四
月
上
句
、
三
川
国
吉
良
殿
と
武
衛
様
、
御
無
事
御
参
会
の
扱
ひ
、
駿
河
よ
り
吉
良
殿

を
取
り
持
ち
、
相
調
へ
侯
て
、
武
衛
様
御
伴
に
、
上
総
介
殿
御
出
陣
。
三
州
の
内
、
上
野
原
に

於
い
て
、
互
に
人
数
立
て
備
へ
、
其
の
間
、
一
町
五
段
に
は
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
申
す
に
及
ぱ
ず
、

一
方
に
は
武
衛
様
、
一
方
に
は
吉
良
殿
、
床
木
に
腰
を
か
け
、
御
位
の
あ
ら
そ
ひ
と
相
聞
こ
え
、

十
足
計
り
宛
双
方
よ
り
真
中
へ
運
び
出
だ
さ
れ
、
別
の
御
品
も
御
座
な
く
、
又
、
御
本
座
に
御

直
り
侯
な
り
。
さ
て
、
そ
れ
よ
り
御
人
数
御
引
取
り
侯
な
り
。 

 

一
、
武
衛
様
国
主
と
崇
め
申
さ
れ
、
清
洲
の
城
渡
し
進
ぜ
ら
れ
、
信
長
は
北
屋
蔵
へ
御
隠
居

侯
ひ
し
な
り
。 

  
 

吉
良
・
石
橋
・
武
衛
三
人
、
御
国
追
出
し
の
事 

  

一
、
尾
張
国
端
、
海
手
へ
付
け
て
、
石
橋
殿
御
座
所
あ
り
。
服
部
左
京
助
、
駿
河
衆
を
海
上



よ
り
引
き
入
れ
、
吉
良
・
石
橋
・
武
衛
仰
せ
談
ぜ
ら
れ
、
御
謀
叛
半
の
刻
、
家
臣
の
内
よ
り
漏

れ
聞
き
、
則
ち
御
両
三
人
御
国
追
ひ
出
だ
し
申
さ
れ
侯
ひ
し
な
り
。 

  
 

浮
野
合
戦
の
事 

  

一
、
七
月
十
二
日
、
清
洲
よ
り
岩
倉
へ
は
三
十
町
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
此
の
表
、
節
所
た
る

に
依
つ
て
、
三
里
上
、
岩
倉
の
後
へ
ま
は
り
、
足
場
の
能
き
方
よ
り
浮
野
と
云
ふ
所
に
御
人
数

備
へ
ら
れ
、
足
軽
か
け
ら
れ
侯
へ
ぱ
、
三
千
計
り
う
き
貼
と
罷
り
出
で
、
相
支
へ
侯
。 

 

一
、
七
月
十
二
日
午
の
剋
、
辰
巳
へ
向
つ
て
切
り
か
ゝ
り
、
数
剋
相
戦
ひ
追
崩
し
、
爰
に
浅

野
と
云
ふ
村
に
、
林
弥
七
郎
と
申
す
者
、
隠
れ
な
き
弓
達
者
の
仁
体
な
り
。
弓
を
持
ち
罷
り
退

き
侯
と
こ
ろ
へ
、
橋
本
一
巴
、
鉄
炮
の
名
仁
、
渡
し
合
ひ
、
連
々
の
知
音
た
る
に
依
つ
て
、
林

弥
七
郎
、
一
巴
に
詞
む
か
け
侯
。
た
す
け
ま
じ
き
と
、
申
さ
れ
侯
。
心
得
侯
と
申
し
侯
て
、
あ

い
か
の
四
寸
計
り
こ
れ
あ
る
根
を
、
し
す
け
た
る
矢
を
は
め
て
、
立
ち
か
へ
り
侯
て
、
脇
の
下

へ
ふ
か
貼
と
射
立
て
侯
。
も
と
よ
り
一
巴
も
ニ
ツ
玉
を
こ
み
入
れ
た
る
つ
ゝ
を
さ
し
あ
て
て
、

は
な
し
侯
へ
ぱ
、
倒
れ
臥
し
け
り
。
然
る
と
こ
ろ
を
、
信
長
の
御
小
姓
衆
佐
脇
藤
八
走
り
懸
か

り
、
林
が
頸
を
う
た
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
居
な
が
ら
大
刀
を
抜
き
持
ち
、
佐
脇
藤
八
が
左
の

肘
を
小
手
く
は
へ
に
打
ち
落
す
。 

か
ゝ
り
向
つ
て
、
終
に
頸
を
取
る
。
林
弥
七
郎
、
弓
と
太
刀
と
の
働
き
比
類
な
き
仕
立
な
り
。

さ
て
、
其
の
日
、
清
洲
へ
御
人
数
打
ち
納
れ
ら
れ
、
翌
日
、
頸
御
実
検
。
究
竟
の
侍
頸
か
ず
千



弐
百
五
十
余
り
あ
り
。 

  
 

岩
倉
落
城
の
事 

  

一
、
或
る
時
、
岩
倉
を
推
し
詰
め
、
町
を
放
火
し
、
生
か
城
に
な
さ
れ
、
四
方
し
ゝ
垣
、
二

重
三
重
、
丈
夫
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
廻
り
番
を
堅
め
、
二
、
三
ケ
月
近
陣
に
と
り
よ
り
、
火
矢
・

鉄
炮
を
射
入
り
、
様
々
攻
め
さ
せ
ら
れ
、
越
訴
拘
へ
難
き
に
付
い
て
、
渡
し
進
上
侯
て
、
ち
り

転
、
思
ひ
貼
罷
り
退
き
、
其
の
後
、
岩
倉
の
城
破
却
さ
せ
ら
れ
侯
て
、
清
洲
に
至
つ
て
御
居
城

侯
な
り
。 

  
 

も
り
べ
合
戦
の
事 

  

一
、
五
月
十
三
日
、
木
曾
川
・
飛
騨
川
の
大
河
舟
渡
し
、
三
つ
こ
さ
せ
ら
れ
、
西
美
濃
へ
御

働
き
、
其
の
日
は
、
か
ち
村
に
御
陣
取
り
、
翌
日
十
四
日
、
雨
降
り
侯
と
雖
も
、
御
敵
、
洲
の

股
よ
り
長
井
甲
斐
守
・
日
比
野
下
野
守
大
将
と
し
て
、
森
辺
口
へ
人
数
を
出
だ
し
侯
。
信
長
天

の
与
ふ
る
所
の
由
御
諚
侯
て
、
に
れ
ま
た
の
川
を
越
え
、
か
け
向
は
せ
ら
れ
、
合
戦
に
取
り
む

す
び
、
鑓
を
打
合
は
せ
、
数
刻
相
戦
ひ
、
鑓
下
に
て
長
井
甲
斐
守
・
日
比
野
下
野
を
初
め
と
し

て
、
百
七
十
余
人
討
た
せ
ら
る
。
爰
に
哀
れ
な
る
事
あ
り
、
一
年
、
近
江
猿
楽
、
濃
州
へ
参
り

侯
。
其
の
内
に
、
若
衆
二
人
侯
へ
つ
る
。
一
人
は
甲
斐
守
、
一
人
は
下
野
止
め
置
き
侯
ひ
し
。



今
度
、
二
人
な
が
ら
、
手
と
手
を
取
り
合
ひ
、
主
従
枕
を
な
ら
べ
討
死
侯
。 

長
井
甲
斐
守
、
津
島
服
部
平
左
衛
門
討
ち
と
る
。
日
比
野
下
野
守
、
津
島
恒
河
久
蔵
討
ち
と
る
。 

神
戸
将
監
、
津
島
河
村
久
五
郎
討
ち
と
る
。
頸
ニ
ツ
、
前
田
又
左
衛
門
討
ち
と
る
。 

ニ
ツ
の
内
、
一
人
は
日
比
野
下
野
余
力
、
足
立
六
兵
衛
と
云
ふ
者
な
り
。
是
れ
は
美
濃
国
に
て

推
し
出
だ
し
て
頸
取
る
、
足
立
と
云
ふ
者
な
り
。
下
野
と
一
所
に
討
死
侯
な
り
。 

 

此
の
比
、
御
勘
気
を
蒙
り
、
前
田
又
左
衛
門
出
頭
こ
れ
な
し
。
義
元
合
戦
に
も
、
朝
合
戦
に

頸
一
ツ
、
惣
崩
れ
に
頸
ニ
ッ
取
り
、
進
上
侯
へ
ど
も
、
召
し
出
だ
さ
れ
侯
は
ず
侯
ひ
つ
る
。
此
の

度
、
前
田
又
左
衛
門
御
赦
免
な
り
。 

  
 

十
四
条
合
戦
の
事 

  

一
、
永
禄
四
年
辛
酉
五
月
上
句
、
木
曾
川
・
飛
騨
川
大
河
打
ち
越
え
、
西
美
濃
へ
御
乱
入
、

在
々
所
々
放
火
に
て
、
其
の
後
、
洲
股
御
要
害
丈
夫
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
御
居
陣
侯
の
と
こ
ろ
、

五
月
廿
三
日
、
井
口
よ
り
惣
人
数
を
出
だ
し
、
十
四
条
と
云
ふ
村
に
御
敵
人
数
を
備
へ
侯
。
則

ち
洲
股
よ
り
懸
け
付
く
る
足
軽
ど
も
取
り
合
ひ
、
朝
合
戦
に
、
御
身
方
、
瑞
雲
庵
お
と
ゝ
う
た

れ
、
引
き
退
く
。
此
の
競
ひ
に
御
敵
北
か
る
み
ま
で
と
り
出
で
、
西
向
き
に
備
へ
侯
。
信
長
懸

け
ま
は
し
御
覧
じ
、
西
か
る
み
村
へ
御
移
り
侯
て
、
古
宮
の
前
に
東
向
に
さ
し
向
ひ
、
御
人
数

備
へ
ら
れ
、
足
軽
懸
け
引
き
侯
て
、
既
に
夜
に
入
り
、
御
敵
、
真
木
村
牛
介
先
を
仕
、
か
ゝ
り

来
な
り
侯
を
追
い
立
て
、
稲
葉
又
右
衛
門
を
、
池
田
勝
三
郎
・
佐
々
内
蔵
佐
、
両
人
と
し
て
、



あ
ひ
討
ち
に
討
ち
と
る
な
り
。
夜
合
戦
に
罷
り
成
り
、
片
々
は
つ
き
負
け
、
逃
げ
去
る
者
も
あ

り
、
叉
、
一
方
は
、
つ
き
立
て
か
ゝ
る
者
も
あ
り
。
敵
陣
、
夜
の
間
に
引
き
取
り
侯
な
り
。
信

長
は
夜
の
明
く
る
ま
で
御
居
陣
な
り
。
廿
四
日
朝
、
洲
股
へ
御
帰
城
な
り
。
洲
股
御
引
払
ひ
な

さ
る
。 

 
 

お
久
地
惣
構
へ
破
り
の
事 

  

一
、
六
月
下
旬
於
久
地
へ
御
手
遣
は
し
、
御
小
姓
衆
先
懸
に
て
、
惣
構
へ
を
も
み
破
り
、
推

し
入
つ
て
、
散
貼
に
数
刻
相
戦
ひ
、
十
人
計
り
手
負
ひ
こ
れ
あ
り
。
上
総
介
殿
御
若
衆
に
ま
い

ら
れ
侯
若
室
長
門
、
か
う
か
み
を
つ
か
れ
て
討
死
な
り
。
隠
れ
な
き
器
用
の
仁
な
り
。
信
長
御

惜
し
み
大
方
な
ら
ず
。 

  
 

二
宮
山
御
こ
し
あ
る
べ
ぎ
の
事 

  

一
、
上
総
介
信
長
奇
特
な
る
御
巧
み
こ
れ
あ
り
。
清
洲
と
云
ふ
所
は
国
中
、
真
中
に
て
、
富

貴
の
地
な
り
。
或
る
時
、
御
内
衆
悉
く
召
し
列
ね
ら
れ
、
山
中
・
高
山
、
二
の
宮
山
へ
御
あ
が

り
な
さ
れ
、
此
の
山
に
て
御
要
害
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
は
ん
と
上
意
に
て
、
皆
々
、
家
宅
引
き
越

し
侯
へ
と
御
諚
侯
て
、
爰
の
嶺
、
か
し
こ
の
谷
合
を
、
誰
々
こ
し
ら
へ
侯
へ
と
、
御
屋
敷
下
さ

れ
、
其
の
日
御
帰
り
、
又
、
急
ぎ
御
出
で
あ
つ
て
、
弥
、
右
の
趣
御
諚
侯
。
此
の
山
中
へ
清
洲

の
家
宅
引
き
越
す
べ
き
事
、
難
儀
の
仕
合
せ
な
り
と
、
上
下
迷
惑
大
形
な
ら
ず
。
左
侯
と
こ
ろ
、



後
に
小
牧
山
へ
御
越
し
侯
は
ん
と
仰
せ
出
だ
さ
れ
侯
。
小
真
木
山
へ
は
、
ふ
も
と
ま
で
川
つ
ゞ

き
に
て
、
資
財
雑
具
取
り
侯
に
自
由
の
地
に
て
侯
な
り
焜
と
悦
ん
で
罷
り
越
し
侯
ひ
し
な
り
。

是
れ
も
始
め
よ
り
仰
せ
出
だ
さ
れ
候
は
ゞ
、
爰
も
迷
惑
同
前
た
る
べ
し
。
小
真
木
山
、
並
び
に
、

御
敵
城
お
久
地
と
申
し
侯
て
、
廿
町
計
り
隔
て
こ
れ
あ
る
御
要
害
、
ひ
た
貼
と
出
来
候
を
、
見

申
し
侯
て
、
御
城
下
の
事
に
侯
へ
ば
、
拘
へ
難
く
存
知
、
渡
し
進
上
侯
て
、
御
敵
城
犬
山
へ
一

城
に
楯
籠
も
り
侯
な
り
。 

  
 

加
治
田
の
城
、
御
身
方
に
参
る
事 

  

一
、
さ
る
程
に
、
美
濃
国
御
敵
城
宇
留
摩
の
城
・
猿
ば
み
の
城
と
て
、
押
し
並
べ
ニ
ケ
所
、

犬
山
の
川
向
ひ
に
こ
れ
あ
り
。
是
れ
よ
り
五
里
奥
に
山
中
、
北
美
濃
の
内
、
加
治
田
と
云
ふ
所

に
佐
藤
紀
伊
守
、
子
息
右
近
右
衛
門
と
云
ひ
て
、
父
子
こ
れ
あ
り
。
或
る
時
、
崖
良
沢
を
使
と

し
て
差
し
越
し
、
上
総
介
信
長
公
へ
偏
に
憑
み
入
る
の
由
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
を
以
て
言
上
侯
。

内
々
国
の
内
に
荷
担
の
者
御
所
望
に
お
ぼ
し
め
す
折
節
の
事
な
れ
ば
、
御
祝
着
斜
な
ら
ず
。
先
、

兵
粮
調
へ
候
て
、
蔵
に
入
れ
置
き
候
へ
と
御
諚
候
て
、
黄
金
五
十
枚
、
岸
良
沢
に
渡
し
遣
は
さ

れ
候
。 

  
 

犬
山
両
お
と
な
御
忠
節
の
事 

 



 

一
、
或
る
時
犬
山
の
家
老
和
田
新
介 

是
れ
は
黒
田
の
城
主
な
り
。
中
島
豊
後
守
、
是
れ
は

お
久
地
の
城
主
な
り
。
此
の
両
人
御
忠
節
と
し
て
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
を
以
て
申
し
上
げ
、
引

き
入
れ
、
生
か
城
に
な
し
、
四
方
鹿
垣
二
重
三
重
、
丈
夫
に
結
ひ
ま
は
し
、
犬
山
取
り
籠
め
、

丹
羽
五
郎
左
衛
門
警
固
に
て
侯
な
り
。 

  
 

濃
州
伊
木
山
へ
御
上
の
事 

  

一
、
飛
騨
川
を
打
ち
越
え
、
美
濃
国
へ
御
乱
入
。
御
敵
城
宇
留
摩
の
域
主
大
沢
次
郎
左
衛
門
、

な
ら
び
に
、
猿
ぱ
み
の
城
主
多
治
見
と
て
、
両
城
は
飛
騨
川
へ
付
き
て
、
犬
山
の
川
向
ひ
押
し

並
べ
て
持
ち
続
け
こ
れ
あ
り
。
十
町
十
五
町
隔
て
、
伊
木
山
と
て
高
山
あ
り
。
此
の
山
へ
取
り

上
り
、
御
要
害
丈
夫
に
こ
し
ら
へ
、
両
城
を
見
下
し
、
信
長
御
居
陣
侯
ひ
し
な
り
。
う
る
ま
の

城
ち
か
ぢ
か
と
御
在
陣
侯
間
、
越
訴
と
も
拘
へ
難
く
存
知
、
渡
し
進
上
候
な
り
。 

 

一
、
猿
ば
み
の
城
、
飛
騨
川
へ
付
き
て
、
高
山
な
り
。
大
ぽ
て
山
と
て
、
生
茂
り
た
る
翻
あ

り
。
或
る
時
、
大
ぼ
て
山
へ
丹
羽
五
郎
左
衛
門
先
懸
に
て
攻
め
の
ぼ
り
、
御
人
数
を
上
げ
ら
れ
、

水
の
手
を
御
取
り
侯
て
、
上
下
よ
り
攻
め
ら
れ
、
即
時
に
つ
ま
り
、
降
参
、
退
散
な
り
。 

  
 

堂
洞
の
取
出
攻
め
ら
る
ゝ
の
こ
と 

  

一
、
猿
ぽ
み
よ
り
三
里
奥
に
、
加
治
田
の
城
と
て
こ
れ
あ
り
。
城
主
は
佐
藤
紀
伊
守
・
子
息



右
近
右
衛
門
と
て
父
子
御
身
方
と
し
て
居
域
候
。
長
井
隼
人
正
、
加
治
田
へ
差
し
向
け
、
廿
五

町
隔
て
堂
洞
と
云
ふ
所
に
取
出
を
構
へ
、
岸
勘
解
由
左
衛
門
、
多
治
見
一
党
を
入
れ
置
き
候
。

さ
て
、
長
井
隼
人
、
名
に
し
お
ふ
鍛
冶
の
在
所
関
と
云
ふ
所
五
十
町
隔
て
、
詰
め
陣
に
こ
れ
あ

り
。
さ
侯
へ
ば
、
加
治
田
迷
惑
に
及
ぶ
の
問
、
九
月
廿
八
日
、
信
長
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
堂
洞

を
取
り
巻
き
、
攻
め
ら
れ
候
。
三
方
谷
に
て
、
東
一
方
尾
つ
ゞ
き
な
り
。
其
の
日
は
風
つ
よ
く

吹
く
な
り
。
信
長
か
け
ま
は
し
御
覧
じ
、
御
諚
に
は
、
塀
ぎ
は
へ
詰
め
候
は
ゞ
、
四
方
よ
り
続

松
を
こ
し
ら
へ
、
持
ち
よ
つ
て
、
投
げ
入
る
べ
く
侯
旨
、
仰
せ
付
け
ら
れ
候
。
然
而
長
井
隼
人

後
巻
と
し
て
、
堂
洞
取
出
の
下
、
廿
五
町
山
下
ま
で
懸
け
来
な
り
、
人
数
を
備
へ
侯
へ
ど
も
、

足
軽
を
も
出
だ
さ
ず
、
信
長
は
諸
手
に
御
人
数
備
へ
ら
れ
、
攻
め
さ
せ
ら
れ
、
御
諚
の
如
く
、

た
え
松
を
打
ち
入
れ
、
二
の
丸
を
焼
き
崩
し
侯
へ
ぱ
、
天
主
構
へ
取
り
入
り
侯
を
、
二
の
丸
の

入
口
お
も
て
に
、
高
き
家
の
上
に
て
、
太
田
又
助
、
只
壱
人
あ
が
り
、
黙
矢
も
な
く
射
付
け
侯

を
、
信
長
御
覧
じ
、
き
さ
じ
に
見
事
を
仕
り
侯
と
、
三
度
ま
で
御
使
に
預
か
り
、
御
感
あ
り
て
、

御
知
行
重
ね
て
下
さ
れ
侯
え
き
。 

 

午
剋
に
取
り
寄
せ
、
酉
の
刻
ま
で
攻
め
さ
せ
ら
れ
、
既
に
薄
暮
に
及
び
、
河
尻
与
兵
衛
天
主

構
へ
乗
り
入
り
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
つ
ゞ
い
て
乗
り
入
る
と
こ
ろ
、
岸
勘
解
由
左
衛
門
・
多
治

見
一
党
働
の
事
、
大
形
な
ら
ず
、
暫
の
戦
ひ
に
城
中
の
人
数
乱
れ
て
、
敵
身
方
見
分
け
ず
、
大

将
分
の
者
皆
討
ち
果
た
し
畢
。
其
の
夜
は
、
信
長
、
佐
藤
紀
伊
守
、
佐
藤
右
近
右
衛
門
両
所
へ

御
出
で
侯
て
、
御
覧
じ
、
則
ち
右
近
右
衛
門
所
に
御
泊
り
。
父
子
感
涙
を
な
が
し
、
忝
し
と
申

す
事
、
中
々
詞
に
述
べ
が
た
き
次
第
な
り
。
翌
日
、
廿
九
日
、
山
下
の
町
に
て
頸
御
実
検
な
さ



れ
、
御
帰
陣
の
時
、
関
口
よ
り
長
井
隼
人
正
、
並
に
、
井
口
よ
り
龍
興
懸
け
出
で
ら
れ
、
御
敵

人
数
三
千
余
あ
り
。
信
長
御
人
数
は
讒
に
七
、
八
百
こ
れ
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
手
負
・
死
人
数

多
こ
れ
あ
り
。
退
か
れ
侯
所
は
ひ
ろ
野
な
り
。
先
、
御
人
数
立
て
ら
れ
侯
て
、
手
負
の
者
雑
人

ど
も
を
引
き
退
け
ら
れ
、
足
軽
を
出
す
や
う
に
、
何
れ
も
馬
を
の
り
ま
は
し
、
か
る
転
引
き
取

つ
て
、
の
か
せ
ら
れ
侯
。
御
敵
ほ
い
な
き
仕
合
せ
と
申
し
た
る
の
由
に
侯
。 

  
 

稲
葉
山
御
取
り
侯
事 

  

一
、
四
月
上
句
、
木
曾
川
の
大
河
を
打
ち
越
え
、
美
濃
国
加
賀
見
野
に
御
人
数
立
て
ら
れ
、

御
敵
、
井
口
よ
り
、
龍
興
人
数
罷
出
で
、
新
加
納
の
村
を
拘
え
、
人
数
を
備
へ
侯
。
其
の
間
、

節
所
に
て
馬
の
懸
引
き
な
ら
ざ
る
間
、
其
の
日
、
御
帰
陣
侯
ひ
し
な
り
。 

 

二
、
八
月
朔
日
、
美
濃
三
人
衆
稲
葉
伊
予
守
、
氏
家
卜
全
、
安
東
伊
賀
守
申
し
合
せ
侯
て
、

信
長
公
へ
御
身
方
に
参
ず
べ
く
侯
間
、
人
質
を
御
請
取
り
侯
へ
と
、
申
し
越
し
侯
。
然
る
間
、

村
井
民
部
丞
・
島
田
所
之
助
人
質
を
請
取
り
に
西
美
濃
へ
さ
し
遣
は
さ
れ
、
未
だ
人
質
も
参
ら

ず
侯
に
、
俄
か
に
御
人
数
出
だ
さ
れ
、
井
口
山
の
つ
ゞ
き
瑞
龍
寺
山
へ
懸
け
上
ら
れ
侯
。
是
れ

は
如
何
に
。
敵
か
味
方
か
と
申
す
と
こ
ろ
に
、
早
、
町
に
火
を
か
け
、
即
時
に
生
か
城
に
な
さ

れ
侯
。
其
の
日
、
以
外
に
風
吹
き
侯
。
翌
日
御
普
請
く
ぱ
り
仰
せ
付
け
ら
れ
、
四
方
鹿
垣
結
ひ

ま
は
し
、
取
り
籠
め
を
か
せ
ら
れ
侯
。
左
侯
と
こ
ろ
へ
美
濃
三
人
衆
も
参
り
、
肝
を
ひ
や
し
、

御
礼
申
し
上
げ
ら
れ
侯
。
信
長
は
何
事
も
ケ
様
に
物
軽
に
御
沙
汰
を
な
さ
れ
侯
な
り
。 



 

一
、
八
月
十
五
日
、
色
々
降
参
侯
て
飛
騨
川
の
つ
ゞ
き
に
て
侯
間
、
舟
に
て
川
内
長
島
へ
、

龍
興
退
散
。
さ
て
、
美
濃
国
一
篇
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
尾
張
国
小
真
木
山
よ
り
、
濃
州
稲
葉
山

へ
御
越
し
な
り
。
井
口
と
申
す
を
、
今
度
改
め
て
、
岐
阜
と
名
付
け
さ
せ
ら
れ
、
明
く
る
年
の

事
。 

  
 

公
方
様
御
憑
み
百
ケ
日
の
内
に
天
下
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
事 

  

一
、
公
方
一
乗
院
殿
、
佐
々
木
承
禎
を
御
憑
み
侯
へ
ど
も
、
同
心
な
く
、
越
前
へ
御
成
り
侯

て
、
朝
倉
左
京
大
夫
義
景
を
御
憑
み
侯
へ
ど
も
、
御
入
洛
御
沙
汰
中
々
こ
れ
な
し
。
さ
て
、
上

総
介
信
長
を
憑
み
、
お
ぼ
し
め
す
の
旨
、
細
川
兵
部
大
輔
・
和
田
伊
賀
守
を
以
て
上
意
侯
。
則

ち
越
前
へ
、
信
長
よ
り
御
迎
へ
を
進
上
侯
て
、
百
ケ
日
を
経
ず
、
御
本
意
を
遂
げ
ら
れ
、
征
夷

将
軍
に
備
へ
ら
れ
、
御
面
日
、
御
手
柄
な
り
。 

 

さ
る
程
に
、
丹
波
国
桑
田
郡
穴
太
村
の
う
ち
長
谷
の
城
と
云
ふ
を
相
抱
へ
侯
赤
沢
加
賀
守
、

内
藤
備
前
守
与
力
な
り
。
一
段
の
鷹
数
奇
な
り
。
或
る
時
、
自
身
関
東
へ
罷
り
下
り
、
然
る
べ

き
角
鷹
二
連
を
求
め
、
罷
り
上
り
侯
刻
、
尾
州
に
て
、
織
田
上
総
介
信
長
へ
、
二
連
の
内
、
何

れ
に
て
も
、
一
も
と
進
上
と
申
し
侯
へ
ぱ
、
志
の
程
感
悦
至
極
に
侯
。
併
し
、
天
下
御
存
知
の

砌
、
申
し
請
け
ら
れ
侯
間
、
預
け
置
く
の
由
侯
て
、
返
し
下
さ
れ
侯
。
此
の
由
、
京
都
に
て
物

語
り
侯
へ
ぱ
、
国
を
隔
て
、
遠
国
よ
り
の
望
み
、
実
ら
ず
と.

申
し
侯
て
、
皆
々
笑
ひ
申
し
侯
。

然
る
と
こ
ろ
、
十
ケ
年
を
へ
ず
、
信
長
御
入
洛
な
さ
れ
侯
。
希
代
不
思
儀
の
事
ど
も
に
侯
な
り
。 

 


